
漢
字
學
硏
究　

第
三
號

一
六
一

凡
例

※
１　

古
文
字
學
に
關
係
す
る
論
著
の
う
ち
、
二
〇
一
三
年
に
紙
媒
體
で
發
行
さ

れ
た
日
本
語
及
び
中
國
語
の
文
獻
で
、
か
つ
基
本
的
に
先
秦
期
の
出
土
文
字
資

料
を
扱
っ
た
も
の
を
集
め
た
。

※
2　

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
文
獻
及
び
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
參
照
し
た
。

○
『
東
方
』（
東
方
書
店
、
東
京
、
二
〇
一
三
〜
二
〇
一
四
年
發
行
分
）

○
『
史
學
雜
誌
』
第
一
二
三
編
第
五
號
『
回
顧
と
展
望
』（
史
學
會
、
東
京
、

二
〇
一
四
年
）
所
收
の
田
畑
潤
編
「
東
ア
ジ
ア
（
中
國
―
殷
・
周
・
春
秋
）」

及
び
福
永
善
隆
編
「
東
ア
ジ
ア
（
中
國
―
戰
國
・
秦
漢
）」

○
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
網
站
「
最
新
動
態
」
欄

（http://w
w
w
.gw

z.fudan.edu.cn/list.asp?src_Typeid=
2

）

○CN
K
I　

中
國
知
網
（http://gb.oversea.cnki.net/K

ns55/

）

※
3　

分
類
の
う
ち
「
そ
の
他
」
は
、
錢
幣
・
璽
印
・
石
鼓
文
な
ど
、
甲
骨
文
・

金
文
・
戰
國
簡
帛
の
分
類
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
も
の
、
秦
漢
代
の
出
土
文
字
資

料
を
扱
っ
た
も
の
の
う
ち
特
に
重
要
と
目
さ
れ
る
も
の
な
ど
で
あ
る
。

※
4　

分
類
の
う
ち
「
古
文
字
總
合
」
は
、
甲
骨
文
と
金
文
な
ど
複
數
種
の
出
土

文
字
資
料
に
つ
い
て
扱
っ
た
も
の
の
う
ち
、
い
ず
れ
が
主
か
判
定
し
が
た
い
も

の
で
あ
る
。

※
5　

分
類
の
う
ち
「
硏
究
動
向
」
は
、
古
文
字
學
の
硏
究
を
回
顧
し
た
も
の
や

最
新
の
動
向
に
つ
い
て
記
載
し
た
も
の
な
ど
で
あ
る
。

※
6　

日
文
書
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
著
者
・
編
者
名
の
五
十
音
順
で
竝
べ
た
。

中
文
書
に
つ
い
て
は
拼
音
の
順
で
竝
べ
、
著
者
名
等
が
重
複
す
る
場
合
は
揭
載

誌
名
の
順
に
竝
べ
た
。
ま
た
前
年
以
前
に
發
行
さ
れ
た
論
著
は
各
分
類
の
冒
頭

に
追
補
す
る
。

※
7　

著
者
・
編
者
が
外
國
籍
（
中
文
書
に
つ
い
て
は
中
國
・
臺
灣
・
香
港
在
住

者
以
外
も
含
む
）
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、﹇　

﹈
で
國
名
を
略
示
し
た
。

※
8　

論
考（
中
文
書
）に
つ
い
て
は
、今
回
よ
り
大
學
及
び
學
科
等
の
紀
要（『
×

×
大
學
學
報
』
の
類
）
に
揭
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
除
外
す
る
。
た
だ
し
博
物

館
や
そ
の
他
硏
究
機
關
の
紀
要
、
古
文
字
學
專
門
單
位
の
紀
要
に
揭
載
の
論
考

は
引
き
續
き
記
載
す
る
。

二
〇
一
三
年　

古
文
字
學
論
著
目

佐
藤　

信
弥
・
三
輪　

健
介



二
〇
一
三
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
六
二

單
行
本
（
日
文
書
）

 

三
輪
健
介
擔
當

﹇
金
文
﹈

・
高
澤
浩
一
編
『
近
出
殷
周
金
文
考
釋
第
二
集
』（
硏
文
出
版
、
東
京
、
二
〇
一
三

年
三
月
）

﹇
戰
國
簡
帛
﹈

・
淺
野
裕
一
・
小
澤
賢
二
著
『
浙
江
大
『
左
傳
』
眞
僞
考
』（
汲
古
書
院
、
東
京
、

二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
吉
田
篤
志
編
著
『
竹
簡
『
左
傳
』・
今
本
『
左
傳
』
對
照
文
』（
大
東
文
化
大
學

大
學
院
文
學
硏
究
科
中
國
學
專
攻
、
東
京
、
二
〇
一
三
年
三
月
）

﹇
そ
の
他
﹈

・
阿
辻
哲
次
著
『
新
裝
版　

漢
字
學
『
説
文
解
字
』
の
世
界
』（
東
海
大
學
出
版
會
、

神
奈
川
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
鶴
閒
和
幸
著
『
秦
帝
國
の
形
成
と
地
域
』（
汲
古
書
院
、
東
京
、
二
〇
一
三
年

三
月
）

・
藤
田
勝
久
編
『
東
ア
ジ
ア
の
資
料
學
と
情
報
傳
達
』（
汲
古
書
院
、
東
京
、

二
〇
一
三
年
一
一
月
）

・
馬
彪﹇
中
﹈著『
秦
帝
國
の
領
土
經
營　

雲
夢
龍
崗
秦
簡
と
始
皇
帝
の
禁
苑
』（
京

都
大
學
學
術
出
版
會
、
京
都
、
二
〇
一
三
年
二
月
）

﹇
古
文
字
總
合
﹈

・
飯
島
武
次
編
『
中
國
渭
河
流
域
の
西
周
遺
跡
Ⅱ
』（
同
成
社
、
東
京
、
二
〇
一
三

年
三
月
）

・
高
木
智
見
著
『
孔
子　

我
、
戰
え
ば
則
ち
克
つ
』（
山
川
出
版
社
、
東
京
、

二
〇
一
三
年
四
月
）

・
立
命
館
大
學
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
硏
究
所
編
『
白
川
靜
を
讀
む
と
き
の

辭
典
』（
平
凡
社
、
東
京
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
）

單
行
本
（
中
文
書
）

 

佐
藤
信
弥
擔
當

﹇
甲
骨
文
﹈

・
蔡
哲
茂
編
『
甲
骨
綴
合
彙
編
―
釋
文
與
考
釋
』（
花
木
蘭
文
化
出
版
社
、
新
北
、

二
〇
一
三
年
六
月
）

・
曹
兆
蘭
著
『
圖
釋
甲
骨
文
』（
光
明
日
報
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
三
年
一
月
）

・
陳
煒
湛
著
『
三
鑑
齋
甲
骨
文
論
集
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三

年
一
〇
月
）

・
方
輝
主
編
『
大
辛
莊
遺
址
硏
究　

硏
究
卷
・
資
料
卷
』（
科
學
出
版
社
、
北
京
、

二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
高
嶋
謙
一
﹇
日
﹈
著
『
安
徽
大
學
漢
語
言
文
字
硏
究
叢
書
・
高
嶋
謙
一
卷
』（
安

徽
大
學
出
版
社
、
合
肥
、
二
〇
一
三
年
三
月
）

・
黃
天
樹
主
編
『
甲
骨
拼
合
三
集
』（
學
苑
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
三
年
四
月
）

・
具
隆
會
﹇
韓
﹈
著
『
甲
骨
文
與
殷
商
時
代
神
靈
崇
拜
硏
究
』（
中
國
社
會
科
學

出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）



漢
字
學
硏
究　

第
三
號

一
六
三

・
李
學
勤
主
編
『
甲
骨
文
論
叢
』（
黃
山
書
社
、
合
肥
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
）

・
羅
振
玉
著
、
羅
繼
祖
主
編
『
殷
商
貞
卜
文
字
考
（
外
五
種
）』（
羅
振
玉
學
術
論

著
集
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
）

・
任
會
斌
著
『
甲
骨
文
是
什
麼
』（
陜
西
人
民
出
版
社
、
西
安
、
二
〇
一
三
年

一
二
月
）

・
王
宇
信
著
『
新
中
國
甲
骨
學
六
十
年
（
一
九
四
九
―
二
〇
〇
九
）』（
中
國
社
會

科
學
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）

・
王
子
楊
著
『
甲
骨
文
字
形
類
組
差
異
現
象
硏
究
』（
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
三
年
一
〇
月
）

・
韋
心
瀅
著
『
殷
代
商
王
國
政
治
地
理
結
構
硏
究
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
三
年
四
月
）

・
謝
春
玲
著
『
殷
墟
甲
骨
刻
辭
空
語
類
硏
究
』（
廣
東
教
育
出
版
社
、
廣
州
、

二
〇
一
三
年
一
一
月
）

・
張
惟
捷
著
『
殷
墟
Ｙ
Ｈ
一
二
七
坑
賓
組
甲
骨
新
硏
』（
萬
卷
樓
、
臺
北
、
二
〇
一
三

年
八
月
）

・
朱

祥
編
撰
、
余
風
・
賴
秋
桂
等
合
編
『
甲
骨
文
詞
譜
』（
里
仁
書
局
、
臺
北
、

二
〇
一
三
年
一
二
月
）

﹇
金
文
﹈

・
陳
佩
芬
編
著
『
中
國
靑
銅
器
辭
典
』（
上
海
辭
書
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三

年
七
月
）

・
丁
進
著
『
商
周
青
銅
器
銘
文
文
學
硏
究
』（
西
北
大
學
出
版
社
、
西
安
、

二
〇
一
三
年
九
月
）

・
董
蓮
池
編
『
商
周
金
文
辭
彙
釋
』（
作
家
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
三
年
六
月
）

・
廣
東
省
博
物
館
編『
晉
國
遺
珍　

山
西
出
土
周
代
文
物
展
』（
嶺
南
美
術
出
版
社
、

廣
州
、
二
〇
一
三
年
五
月
）

・
國
家
文
物
局
主
編
『
二
〇
一
二
中
國
重
要
考
古
發
現
』（
文
物
出
版
社
、
北
京
、

二
〇
一
三
年
四
月
）

・
何
景
成
著
『
西
周
王
朝
政
府
的
行
政
組
織
與
運
行
機
制
』（
光
明
日
報
出
版
社
、

北
京
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
何
樹
環
著
『
靑
銅
器
與
西
周
史
論
集
』（
臺
灣
文
津
出
版
社
、
臺
北
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
何
志
虎
・
惠
瑛
・
王
歲
孝
編
著
『
西
周
的
歷
史
與
文
化
』（
陝
西
人
民
出
版
社
、

西
安
、
二
〇
一
三
年
二
月
）

・
洪
德
榮
著
『
先
秦
符
節
硏
究
』（
潘
美
月
・
杜
潔
祥
主
編
『
古
典
文
獻
硏
究
輯

刊
第
一
六
編
』、
花
木
蘭
文
化
出
版
社
、
新
北
、
二
〇
一
三
年
三
月
）

・
湖
北
省
博
物
館
・
湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
・
隨
州
市
博
物
館
編
『
隨
州
葉
家

山
―
西
周
早
期
曾
國
墓
地
』（
文
物
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
黃
敬
剛
著
『
曾
侯
乙
墓
禮
樂
制
度
硏
究
』（
人
民
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
三

年
三
月
）

・
李
學
勤
著
『
靑
銅
器
入
門
』（
商
務
印
書
館
、
北
京
、
二
〇
一
三
年
五
月
）

・
劉
正
著
『
商
周
圖
像
文
字
硏
究
』（
上
海
書
店
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）

・
商
艷
濤
著
『
西
周
軍
事
銘
文
硏
究
』（
華
南
理
工
大
出
版
社
、
廣
州
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
蘇
輝
著
『
秦
三
晉
紀
年
兵
器
硏
究
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三

年
一
〇
月
）



二
〇
一
三
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
六
四

・
王
晶
著
『
西
周
涉
法
銘
文
匯
釋
及
考
證
』（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
北
京
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
王
蘭
著
『
商
周
金
文
形
體
結
構
硏
究
』（
線
裝
書
局
、北
京
、二
〇
一
三
年
五
月
）

・
王
友
華
著
『
先
秦
編
鐘
硏
究
』（
廣
西
師
範
大
學
出
版
社
、
桂
林
、
二
〇
一
三

年
五
月
）

・
王
玉
哲
編
『
宋
代
著
錄
金
文
編
』（
天
津
古
籍
出
版
社
、
天
津
、
二
〇
一
三
年

一
一
月
）

・
淅
川
縣
博
物
館
編
『
淅
川
楚
國
青
銅
器
精
粹
』（
中
州
古
籍
出
版
社
、
鄭
州
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
熊
建
華
著
『
湖
南
商
周
靑
銅
器
硏
究
』（
嶽
麓
書
社
、
長
沙
、
二
〇
一
三
年

一
〇
月
）

・
嚴
志
斌
著
『
商
代
靑
銅
器
銘
文
硏
究
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
三
年
三
月
）

・
袁
俊
傑
著
『
兩
周
射
禮
硏
究
』（
科
學
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）

・
張
富
祥
著
『《
竹
書
紀
年
》
與
夏
商
周
年
代
硏
究
』（
中
華
書
局
、
北
京
、

二
〇
一
三
年
一
〇
月
）

﹇
戰
國
簡
帛
﹈

・
賴
怡
璇
著
『《
楚
地
出
土
戰
國
簡
册
﹇
十
四
種
﹈》
校
訂
』（
潘
美
月
・
杜
潔
祥

主
編
『
古
典
文
獻
硏
究
輯
刊
第
一
五
編
』、
花
木
蘭
文
化
出
版
社
、
新
北
、

二
〇
一
二
年
九
月
）

・
劉
嬌
著
『
言
公
與
剿
説
―
從
出
土
簡
帛
古
籍
看
西
漢
以
前
古
籍
中
相
同
或
類
似

内
容
重
複
出
現
現
象
』（
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
博
士
論
文

叢
刊
第
一
輯
、
線
裝
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
湯
淺
邦
弘
﹇
日
﹈
著
『
中
國
出
土
文
獻
硏
究
：
上
博
楚
簡
與
銀
雀
山
漢
簡
』（
潘

美
月
・
杜
潔
祥
主
編
『
古
典
文
獻
硏
究
輯
刊
第
一
五
編
』、花
木
蘭
文
化
出
版
社
、

新
北
、
二
〇
一
二
年
九
月
）

・
周
波
著
著
『
戰
國
時
代
各
系
文
字
閒
的
用
字
差
異
現
象
硏
究
』（
復
旦
大
學
出

土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
博
士
論
文
叢
刊
第
一
輯
、
線
裝
書
局
、
北
京
、

二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
蔡
季
襄
著
『
晚
周
繒
書
考
證
』（
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
陳
劍
著
『
戰
國
竹
書
論
集
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、上
海
、二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
季
旭
昇
教
授
主
編
『
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
壹
）
讀
本
』（
藝
文
印
書
館
、

臺
北
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）

・
陳
廖
安
・
楊
如
雪
・
黃
麗
娟
主
編
『
出
土
文
獻
文
字
與
語
法
硏
讀
論
文
集
一
』（
萬

卷
樓
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年
九
月
）

・
黃
儒
宣
著
『《
日
書
》
圖
像
硏
究
』（
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
李
零
著
『
楚
帛
書
硏
究
（
十
一
種
）』（
中
西
書
局
、上
海
、二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
李
學
勤
著
『
初
識
淸
華
簡
』（
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
六
月
）

・
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
・
李
學
勤
主
編
『
淸
華
大
學
藏
戰
國

竹
簡
（
肆
）』（
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
蘇
建
洲
・
吳

・
賴
怡
璇
著
『
淸
華
二
《
繫
年
》
集
解
』（
萬
卷
樓
、
臺
北
、

二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
武
漢
大
學
簡
帛
硏
究
中
心
・
河
南
省
文
物
考
古
硏
究
所
編
著
『
楚
地
出
土
戰
國

簡
册
合
集
（
二
）
葛
陵
楚
墓
竹
簡
・
長
臺
關
楚
墓
竹
簡
』（
文
物
出
版
社
、北
京
、

二
〇
一
三
年
一
月
）



漢
字
學
硏
究　

第
三
號

一
六
五

・
呉
建
偉
著
『
上
博
戰
國
楚
竹
書
（
一
）
文
字
考
辨
』（
齊
魯
書
社
、
濟
南
、

二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
徐
在
國
著
『
上
博
楚
簡
文
字
聲
系
（
一
〜
八
）』（
安
徽
大
學
出
版
社
、
合
肥
、

二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
張
顯
成
主
編
『
楚
簡
帛
逐
字
索
引
（
附
原
文
及
校
釋
）』（
四
川
大
學
出
版
社
、

成
都
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）

・
鄭
曙
斌
・
張
春
龍
・
宋
少
華
等
編
著
『
湖
南
出
土
簡
牘
選
編
』（
嶽
麓
書
社
、

長
沙
、
二
〇
一
三
年
六
月
）

・
朱
曉
雪
著
『
包
山
楚
簡
綜
述
』（
福
建
人
民
出
版
社
、
福
州
、
二
〇
一
三
年

一
二
月
）

﹇
そ
の
他
﹈

・
甘
肅
簡
牘
博
物
館
・
甘
肅
省
文
物
考
古
硏
究
所
・
甘
肅
省
博
物
館
・
中
國
文
化

遺
產
硏
究
院
古
文
獻
硏
究
室
・
中
國
社
會
科
學
院
簡
帛
硏
究
中
心
編
『
肩
水
金

關
漢
簡
（
參
）』（
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
宋
君
瑋
・
趙
鵬
・
康
永
傑
主
編
『
中
國
先
秦
布
幣
圖
錄
』（
中
國
商
業
出
版
社
、

北
京
、
二
〇
一
三
年
五
月
）

・
孫
占
宇
主
編
『
天
水
放
馬
灘
秦
簡
集
釋
』（
甘
肅
文
化
出
版
社
、
蘭
州
、

二
〇
一
三
年
三
月
）

・
周
建
亞
著
『
甘
露
堂
藏
戰
國
箴
言
璽
』（
文
物
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
三
年

七
月
）

・
朱
漢
民
・
陳
松
長
主
編
『
嶽
麓
書
院
藏
秦
簡
（
參
）』（
上
海
辭
書
出
版
社
、
上

海
、
二
〇
一
三
年
六
月
）

﹇
古
文
字
總
合
﹈

・
徐
中
舒
著
『
古
文
字
學
講
義
』（
巴
蜀
書
社
、
成
都
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

・
鄧
飛
著
『
商
代
甲
金
文
時
閒
範
畴
硏
究
』（
人
民
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
三

年
一
〇
月
）

・
杜
勇
著
『
中
國
早
期
國
家
的
形
成
與
國
家
結
構
』（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、

北
京
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
國
光
紅
著
『
古
文
字
形
意
硏
究
』（
文
物
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
三
年
九
月
）

・
郭
靜
雲
著
『
夏
商
周　

從
神
話
到
史
實
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
三
年
一
一
月
）

・
何
飛
燕
著
『
出
土
文
字
資
料
所
見
先
秦
秦
漢
祖
先
神
崇
拜
的
演
變
』（
科
學
出

版
社
、
北
京
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
何
琳
儀
著
『
安
徽
大
學
漢
語
言
文
字
硏
究
叢
書
・
何
琳
儀
卷
』（
安
徽
大
學
出

版
社
、
合
肥
、
二
〇
一
三
年
三
月
）

・
后
曉
榮
著
『
戰
國
政
區
地
理
』（
文
物
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
三
年
三
月
）

・
蔣
書
紅
著
『
西
周
漢
語
動
詞
硏
究
』（
曁
南
大
學
出
版
社
、
廣
州
、
二
〇
一
三

年
一
二
月
）

・
井
中
偉
・王
立
新
著
『
夏
商
周
考
古
學
』（
科
學
出
版
社
、北
京
、二
〇
一
三
年
五
月
）

・
李
家
浩
著
『
安
徽
大
學
漢
語
言
文
字
硏
究
叢
書
・
李
家
浩
卷
』（
安
徽
大
學
出

版
社
、
合
肥
、
二
〇
一
三
年
五
月
）

・
劉
釗
著
『
書
馨
集
―
出
土
文
獻
與
古
文
字
論
叢
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・

宏
著
『
周
代
殷
商
禮
樂
接
受
硏
究
』（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
北
京
、

二
〇
一
三
年
五
月
）



二
〇
一
三
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
六
六

・
羅
君
惕
著
『
説
文
解
字
探
原
』（
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
）

・
馬
如
森
著
『
商
周
銘
文
選
注
譯
』（
上
海
大
學
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年

一
月
）

・
裘
錫
圭
著
『
文
字
學
槪
要
』（
修
訂
本
）（
商
務
印
書
館
、
北
京
、
二
〇
一
三
年

七
月
）

・
湯
志
彪
編
著
『
三
晉
文
字
編
』（
作
家
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
）

・
呉
曉
懿
著
『
戰
國
官
名
新
探
』（
安
徽
師
範
大
學
出
版
社
、
合
肥
、
二
〇
一
三

年
五
月
）

・
夏
含
夷
（Edw

ard
L.Shaughnessy

）﹇
米
﹈
主
編
、
本
書
飜
譯
組
譯
、
李
學

勤
審
定
『
中
國
古
文
字
學
導
論
』（
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
許
進
雄
著
『
中
國
古
代
社
會
―
文
字
與
人
類
學
的
透
視
（
修
訂
三
版
）』（
臺
灣

商
務
印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年
九
月
）

・
徐
在
國
著
『
安
徽
大
學
漢
語
言
文
字
硏
究
叢
書
・
徐
在
國
卷
』（
安
徽
大
學
出

版
社
、
合
肥
、
二
〇
一
三
年
五
月
）

・
徐
文
鏡
編
著
『
古
籀
匯
編
』（
上
海
書
店
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
一
月
）

・
張
懷
通
著
『《
逸
周
書
》
新
硏
』（
中
華
書
局
、
北
京
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
中
國
國
家
博
物
館
・
中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
所
編
『
商
邑
翼
翼　

四
海
之

極
』（
安
徽
人
民
出
版
社
、
合
肥
、
二
〇
一
三
年
四
月
）

・
中
國
考
古
學
會
編
『
中
國
考
古
學
年
鑑
二
〇
一
二
』（
文
物
出
版
社
、
北
京
、

二
〇
一
三
年
一
〇
月
）

・
中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
所
編
著
『
商
王
朝
文
物
存
萃　

甲
骨
・
青
銅
・
玉

器
』（
科
學
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
三
年
九
月
）

論
考
（
日
文
書
）

 

三
輪
健
介
擔
當

﹇
甲
骨
文
﹈

・
落
合
淳
思
著
「
甲
骨
文
字
の
字
種
整
理
」（『
立
命
館
文
學
』
六
三
三
、
京
都
、

二
〇
一
三
年
）

﹇
金
文
﹈

・
崎
川
隆
著
「
泉
屋
博
古
館
所
藏
の
「
亞
長
」
銘
銅
鉞
に
つ
い
て
」（『
泉
屋
博
古

館
紀
要
』
二
九
、
京
都
、
二
〇
一
三
年
）

・
下
田
誠
著
「
靑
銅
兵
器
銘
文
か
ら
み
た
戰
國
趙
惠
文
王
期
の
機
構
的
改
革
を
め

ぐ
っ
て
」（『
中
國
出
土
資
料
硏
究
』
一
七
、
東
京
、
二
〇
一
三
年
）

・
高
島
敏
夫
著
「《
天
亡
鮎
》
私
考
―
殷
周
革
命
論
ノ
ー
ト
（
一
）」（『
立
命
館
白

川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
硏
究
所
紀
要
』
七
、
京
都
、
二
〇
一
三
年
）

・
谷
秀
樹
著
「
西
周
代
陝
東
系
外
諸
侯
歸
順
考
」（『
立
命
館
文
學
』
六
三
一
、
京

都
、
二
〇
一
三
年
）

・
趙
化
成
﹇
中
﹈・
王
輝
﹇
中
﹈
著
「
禮
縣
大
堡
子
山
秦
公
盜
掘
大
墓
よ
り
散
逸

し
た
文
物
の
整
理
と
墓
の
歸
屬
問
題
」（
岡
内
三
眞
編
『
技
術
と
交
流
の
考
古

學
』、
同
成
社
、
東
京
、
二
〇
一
三
年
一
月
）

﹇
戰
國
簡
帛
﹈

・
金
城
未
來
著「
清
華
簡『
説
命
』の
文
獻
的
特
質
―
天
の
思
想
を
中
心
に
―
」（『
待

兼
山
論
叢
』
四
七
、
大
阪
、
二
〇
一
三
年
）



漢
字
學
硏
究　

第
三
號

一
六
七

・
金
城
未
來
著
「
上
博
楚
簡
『
成
王
既
邦
』
の
思
想
的
特
質
」（『
中
國
硏
究
集
刊
』

五
七
、
大
阪
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
小
寺
敦
著
「
地
域
・
文
化
槪
念
と
し
て
の
楚
の
成
立
―
淸
華
簡
を
手
掛
か
り
と

し
て
―
」（
渡
邉
義
浩
編
『
中
國
新
出
資
料
學
の
展
開
』
汲
古
書
院
、
東
京
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
末
永
高
康
著
「『
孟
子
』
と
『
五
行
』」（『
中
國
思
想
史
硏
究
』
三
四
、
京
都
、

二
〇
一
三
年
）

・
竹
田
健
二
著
「
上
博
楚
簡
『
李
頌
』
の
文
獻
的
性
格
（
要
旨
）」（
渡
邉
義
浩
編

『
中
國
新
出
資
料
學
の
展
開
』
汲
古
書
院
、
東
京
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
鄭
宰
相
﹇
韓
﹈
著
「『
性
自
命
出
』
の
性
情
論
」（『
中
國
思
想
史
硏
究
』
三
四
、

京
都
大
學
文
學
部
中
國
哲
學
史
硏
究
會
、
京
都
、
二
〇
一
三
年
三
月
）

・
藤
田
勝
久
著
「『
史
記
』
の
年
代
學
と
清
華
簡
「
楚
居
」「
繋
年
」」（『
愛
媛
大

學
法
文
學
部
論
集　

人
文
學
科
編
』
三
五
、
松
山
、
二
〇
一
三
年
九
月
）

・
湯
淺
邦
弘
著
「
上
博
楚
簡
『
擧
治
王
天
下
』
の
古
聖
王
傳
承
」（『
中
國
硏
究
集

刊
』
五
六
、
大
阪
、
二
〇
一
三
年
六
月
）

・
湯
淺
邦
弘
著「
先
秦
兵
學
の
展
開
」（
渡
邉
義
浩
編『
中
國
新
出
資
料
學
の
展
開
』

汲
古
書
院
、
東
京
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
吉
本
道
雅
著
「
淸
華
簡
繋
年
考
」（『
京
都
大
學
文
學
部
硏
究
紀
要
』
五
二
、京
都
、

二
〇
一
三
年
三
月
）

﹇
古
文
字
總
合
﹈

・
谷
口
滿
著
「
淸
華
簡
楚
居
の
發
見
と
楚
國
歷
史
地
理
硏
究
」（『
歷
史
と
文
化
』

四
九
、
仙
臺
、
二
〇
一
三
年
）

﹇
硏
究
動
向
﹈

・
池
田
知
久
著
「
日
本
の
中
國
簡
帛
硏
究
の
課
題
と
展
望
―
中
國
思
想
史
硏
究
を

中
心
に
し
て
―
」（
渡
邉
義
浩
編
『
中
國
新
出
資
料
學
の
展
開
』
汲
古
書
院
、

東
京
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
谷
豐
信
著
「
中
國
古
代
靑
銅
器
硏
究
の
現
在
」（『
中
國
考
古
學
』
一
三
、東
京
、

二
〇
一
三
年
）

・
土
口
史
記
著
「
中
國
古
代
文
書
行
政
制
度
：
戰
國
秦
漢
期
出
土
資
料
に
よ
る
近

年
の
硏
究
動
向
」（『
中
國
史
學
』
二
三
、
朋
友
書
店
、
京
都
、
二
〇
一
三
年

一
〇
月
）論

考
（
中
文
書
）

 

三
輪
健
介
擔
當

﹇
甲
骨
文
﹈

・
蔡
哲
茂
著
「
甲
骨
文
四
方
風
名
再
探
」（
宋
鎭
豪
主
編
『
甲
骨
文
與
殷
商
史
』

新
三
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
四
月
）

・
蔡
哲
茂
著「
論
武
丁
的
三
配
與
三
子
」（
陳
光
祖
主
編『
金
玉
交
輝
―
商
周
考
古
・

藝
術
與
文
化
論
文
集
』、
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
、
臺
北
、
二
〇
一
三

年
一
一
月
）

・
曹
定
雲
著
「
周
原
甲
骨
〝
二
王
〞
同
獵
與
〝
文
王
囚
羑
里
〞
―
兼
論
周
原
卜
辭

族
屬
」（
宋
鎭
豪
主
編
『
甲
骨
文
與
殷
商
史
』
新
三
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、

上
海
、
二
〇
一
三
年
四
月
）

・
曹
定
雲
著
「
再
論
甲
骨
文〝
巴
〞字
是〝
婦
女
懷
孕
〞之
狀
―
兼
答
谷
斌
・
劉
雁
二

同
志
之〝
商
榷
〞」（『
殷
都
學
刊
』
二
〇
一
三
年
第
四
期
、安
陽
師
範
學
院
、安
陽
）



二
〇
一
三
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
六
八

・
曹
錦
炎
著「
記
杭
州
藏
友
收
藏
的
甲
骨
文
」（
宋
鎭
豪
主
編『
甲
骨
文
與
殷
商
史
』

新
三
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
四
月
）

・
常
耀
華
著
「
殷
墟
卜
辭
中
的
〝
東
母
〞〝
西
母
〞
與
〝
東
王
公
〞〝
西
王
母
〞
神

話
傳
説
之
硏
究
」（『
中
國
國
家
博
物
館
館
刊
』
二
〇
一
三
年
第
九
期
、
北
京
）

・
常
玉
芝
著
「
商
湯
時
的
祖
先
崇
拜
與
社
神
崇
拜
」（
宋
鎭
豪
主
編
『
甲
骨
文
與

殷
商
史
』
新
三
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
四
月
）

・
陳

珠
・
李
新
城
著
「《
新
編
甲
骨
文
字
形
總
表
》
中
的
異
體
字
整
理
與
硏
究
」

（『
華
夏
考
古
』
二
〇
一
三
年
第
二
期
、
河
南
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
鄭
州
）

・
程
濤
平
著
「
論
盤
龍
城
爲
商
王
南
土
行
都
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與

先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
董
珊
著
「
試
論
殷
墟
卜
辭
之
〝
周
〞
爲
金
文
中
的
頑
姓
之
琱
」（『
中
國
國
家
博

物
館
館
刊
』
二
〇
一
三
年
第
七
期
、
北
京
）

・
馮
時
著
「
甲
骨
文
〝
震
〞
及
相
關
問
題
」（
宋
鎭
豪
主
編
『
甲
骨
文
與
殷
商
史
』

新
三
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
四
月
）

・
高
佑
仁
著
「
談
甲
骨
文
「
沈
」
字
的
一
種
疑
難
構
形
」（『
中
國
文
字
』
新
三
九

期
、
藝
文
印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
葛
英
會
・
堆
志
著
「
論
殷
高
宗
〝
黩
祀
〞
及
相
關
問
題
」（『
中
國
國
家
博
物
館

館
刊
』
二
〇
一
三
年
第
四
期
、
北
京
）

・
賈
雙
喜
著
「
甲
骨
傳
拓
技
法
」（
宋
鎭
豪
主
編
『
甲
骨
文
與
殷
商
史
』
新
三
輯
、

上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
四
月
）

・
郭
靜
雲
著
「
甲
骨
文
〝

〞・〝

〞・〝

〞
字
考
」（
宋
鎭
豪
主
編
『
甲
骨
文

與
殷
商
史
』
新
三
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
四
月
）

・
葛
亮
著
「
甲
骨
文
田
獵
動
詞
硏
究
」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中

心
編
『
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
』
第
五
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
三
年
九
月
）

・
韓
江
蘇
著
「
甲
骨
新
材
料
與
舊
問
題
―
讀
《
殷
墟
小
屯
村
中
村
南
甲
骨
》」（『
殷

都
學
刊
』
二
〇
一
三
年
第
三
期
、
安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
韓
江
蘇
著
「
甲
骨
文
〝
樞
〞
字
考
」（『
殷
都
學
刊
』
二
〇
一
三
年
第
四
期
、
安

陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
何
海
慧
著
「
甲
骨
傳
拓
技
術
小
議
」（
宋
鎭
豪
主
編
『
甲
骨
文
與
殷
商
史
』
新

三
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
四
月
）

・
何
會
著
「
出
組
祭
祀
卜
辭
新
綴
六
則
」（『
殷
都
學
刊
』
二
〇
一
三
年
第
一
期
、

安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
何
育
靈
著
「
論
殷
墟
新
發
現
的
兩
座
〝
甲
骨
貞
人
〞
墓
」（
宋
鎭
豪
主
編
『
甲

骨
文
與
殷
商
史
』
新
三
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
四
月
）

・
黃
鴻
春
著
「
從
〝
事
神
〞
到
〝
敬
德
〞：
商
周
〝
氣
物
〞
觀
的
變
遷
」（『
歷
史

硏
究
』
二
〇
一
三
年
第
二
期
、
中
國
社
會
科
學
院
、
北
京
）

・
黃
天
樹
著
「
殷
墟
甲
骨
文
形
聲
字
所
佔
比
重
的
再
統
計
―
兼
論
甲
骨
文
「
無
聲

符
字
」
與
「
有
聲
符
字
」
的
權
重
」（
李
宗
焜
主
編
『
第
四
屆
國
際
漢
學
會
議

論
文
集　

出
土
材
料
與
新
視
野
』
中
央
硏
究
院
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年
九
月
）

・
季
旭
昇
著「
甲
骨
文
從「
苣
」之
字
及
其
相
關
意
義
之
探
討
」（
李
宗
焜
主
編『
第

四
屆
國
際
漢
學
會
議
論
文
集　

出
土
材
料
與
新
視
野
』
中
央
硏
究
院
、
臺
北
、

二
〇
一
三
年
九
月
）

・
具
隆
會
﹇
韓
﹈
著
「
談
九
世
之
亂
與
殷
人
屡
遷
問
題
」（『
殷
都
學
刊
』

二
〇
一
三
年
第
二
期
、
安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）



漢
字
學
硏
究　

第
三
號

一
六
九

・
李
愛
輝
著
「《
中
國
社
會
科
學
院
歷
史
硏
究
所
藏
甲
骨
集
》
綴
合
三
則
」（
宋
鎭

豪
主
編
『
甲
骨
文
與
殷
商
史
』
新
三
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
三
年
四
月
）

・
李
愛
輝
著
「
史
語
所
藏
甲
骨
綴
合
六
則
」（『
中
國
文
字
』
新
三
九
期
、
藝
文
印

書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
李
桂
民
著
「
周
原
廟
祭
甲
骨
與
〝
文
王
受
命
〞
公
案
」（『
歷
史
硏
究
』

二
〇
一
三
年
第
二
期
、
中
國
社
會
科
學
院
、
北
京
）

・
李
龍
海
著
「
殷
商
時
期
東
夷
文
化
的
變
遷
」（『
華
夏
考
古
』
二
〇
一
三
年
第
二

期
、
河
南
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
鄭
州
）

・
李
學
勤
著
「
釋
讀
兩
片
征
盂
方
卜
辭
」（
宋
鎭
豪
主
編
『
甲
骨
文
與
殷
商
史
』

新
三
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
四
月
）

・
李
延
彦
著
「
龜
腹
甲
新
拼
合
六
例
」（『
故
宮
博
物
院
院
刊
』
二
〇
一
三
年
第
三

期
、
北
京
）

・
李
延
彦
著
「
龜
腹
甲
左
前
甲
新
綴
六
例
」（
宋
鎭
豪
主
編
『
甲
骨
文
與
殷
商
史
』

新
三
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
四
月
）

・
李
延
彦
著
「
龜
腹
甲
左
尾
甲
新
綴
五
則
」（『
中
國
文
字
』
新
三
九
期
、
藝
文
印

書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
李
宗
焜
著
「
從
豐
豐
同
形
談
商
代
的
新
酒
與
陳
釀
」（
李
宗
焜
主
編
『
第
四
屆

國
際
漢
學
會
議
論
文
集　

出
土
材
料
與
新
視
野
』
中
央
硏
究
院
、
臺
北
、

二
〇
一
三
年
九
月
）

・
林
宏
明
著
「
談
甲
骨
重
片
與
甲
骨
著
錄
的
一
些
問
題
」（
宋
鎭
豪
主
編
『
甲
骨

文
與
殷
商
史
』
新
三
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
四
月
）

・
林
小
安
著
「〝
神
不
歆
非
類
、
民
不
祀
非
族
〞
漫
議
」（
宋
鎭
豪
主
編
『
甲
骨
文

與
殷
商
史
』
新
三
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
四
月
）

・
林

著
「
評
〈
三
論
武
乙
・
文
丁
卜
辭
〉」（
李
宗
焜
主
編
『
第
四
屆
國
際
漢
學

會
議
論
文
集　

出
土
材
料
與
新
視
野
』
中
央
硏
究
院
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年
九

月
）

・
劉
鳳
君
著
「
骨
刻
文
是
甲
骨
文
的
主
要
源
頭
」（『
文
史
哲
』
二
〇
一
三
年
第
五

期
、
山
東
大
學
、
濟
南
）

・
劉
海
琴
著
「
甲
骨
文
〝
尋
〞
字
形
辭
例
再
探
討
」（『
中
國
文
字
硏
究
』
一
八
、

上
海
人
民
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
劉
桓
著
「
讀
殷
墟
卜
辭
箚
記
四
則
」（
宋
鎭
豪
主
編
『
甲
骨
文
與
殷
商
史
』
新

三
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
四
月
）

・
劉
一
曼
・
曹
定
雲
著
「
論
殷
墟
花
園
莊
東
地
Ｈ
３
的
記
事
刻
辭
」（
宋
鎭
豪
主

編
『
甲
骨
文
與
殷
商
史
』
新
三
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年

四
月
）

・
劉
義
峰
著「
無
名
組
卜
辭
的
發
現
與
著
錄
」（
宋
鎭
豪
主
編『
甲
骨
文
與
殷
商
史
』

新
三
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
四
月
）

・
劉
影
著
「
試
述
牛
胛
骨
形
態
在
甲
骨
硏
究
中
的
具
體
應
用
」（
宋
鎭
豪
主
編
『
甲

骨
文
與
殷
商
史
』
新
三
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
四
月
）

・
劉
影
著
「
出
組
龜
腹
甲
新
綴
五
組
」（『
殷
都
學
刊
』
二
〇
一
三
年
第
三
期
、
安

陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
劉
源
著
「《
春
秋
》・《
左
傳
》
與
甲
骨
卜
辭
對
讀
數
例
―
兼
談
春
秋
諸
侯
史
官

承
襲
殷
人
史
官
筆
法
問
題
」（
宋
鎭
豪
主
編
『
甲
骨
文
與
殷
商
史
』
新
三
輯
、

上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
四
月
）

・
劉
源
著
「
讀
一
版
新
見
出
組
田
獵
卜
辭
」（『
殷
都
學
刊
』
二
〇
一
三
年
第
一
期
、



二
〇
一
三
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
七
〇

安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
劉
釗
著
「
談
新
公
布
的
牛
距
骨
刻
辭
」（『
中
國
國
家
博
物
館
館
刊
』
二
〇
一
三

年
第
七
期
、
北
京
）

・
劉
正
著
「
楚
國
歷
史
文
化
特
殊
硏
究
―
火
曆
及
其
相
關
問
題
的
最
新
硏
究
」（
羅

運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北

敎
育
出
版
社
、
武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
劉
志
基
著
「
甲
骨
文
同
辭
同
字
鏡
像
式
異
構
硏
究
」（『
中
國
文
字
硏
究
』

一
七
、
華
東
師
範
大
學
等
編
、
上
海
人
民
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
三
月
）

・
羅
慧
君
著
「
評
議
卜
辭
「

」
字
詞
性
及
其
用
法
」（
靜
宜
大
學
中
國
文
學
系
・

中
國
文
字
學
會
主
編
『
第
二
十
三
屆
中
國
文
字
學
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』

聖
環
圖
書
公
司
、
新
北
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）

・
苗
利
娟
著
「
試
析
甲
骨
記
事
刻
辭
中
的
〝
婦
某
來
〞」（『
史
學
月
刊
』

二
〇
一
三
年
第
一
〇
期
、
河
南
大
學
、
開
封
）

・
莫
伯
峰
著
「《
殷
墟
花
園
莊
東
地
甲
骨
》
中
新
見
的
〝
羔
〞
字
」（
宋
鎭
豪
主
編

『
甲
骨
文
與
殷
商
史
』
新
三
輯
、上
海
古
籍
出
版
社
、上
海
、二
〇
一
三
年
四
月
）

・
潘
啓
聰
著
「
由
甲
骨
文
的
〝
隹
〞
部
文
字
看
殷
商
的
圖
騰
崇
拜
」（『
殷
都
學
刊
』

二
〇
一
三
年
第
二
期
、
安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
任
會
斌
著
「
淸
華
藏
戰
時
安
陽
所
出
一
坑
甲
骨
述
要
」（
宋
鎭
豪
主
編
『
甲
骨

文
與
殷
商
史
』
新
三
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
四
月
）

・
單
育
辰
著
「
甲
骨
文
所
見
的
動
物
之
〝
麋
〞」（
李
學
勤
主
編
・
淸
華
大
學
出
土

文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
出
土
文
獻
』
第
四
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
商
曉
輝
著
「
從
葬
日
制
度
看
商
周
時
期
祖
先
崇
拜
的
变
化
」（『
殷
都
學
刊
』

二
〇
一
三
年
第
三
期
、
安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
孫
亞
氷
著
「
卜
辭
中
所
見
〝

美
方
〞
考
」（
宋
鎭
豪
主
編
『
甲
骨
文
與
殷
商
史
』

新
三
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
四
月
）

・
王
恩
田
著「
上

廿
祀
卜
辭
與
帝
辛
廿
祀
祀
谱
―
甲
骨
復
原
法
的
應
用
與
改
進
」

（『
殷
都
學
刊
』
二
〇
一
三
年
第
二
期
、
安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
王
恩
田
著
「
周
祭
卜
甲
復
原
與
帝
辛
廿
祀
祀
譜
―
兼
論
彡
爲
周
祭
祀
首
」（『
中

國
文
字
』
新
三
九
期
、
藝
文
印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
王
化
平
著
「
從
甲
骨
卜
法
看
數
字
卦
例
」（『
殷
都
學
刊
』
二
〇
一
三
年
第
一
期
、

安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
王
紅
著
「
出
組
卜
王
卜
辭
綴
合
八
例
」（『
故
宮
博
物
院
院
刊
』
二
〇
一
三
年
第

三
期
、
北
京
）

・
王
進
鋒
著
「
商
代
的
神
靈
關
係
―
以
帝
臣
爲
視
角
」（『
人
文
雜
誌
』
二
〇
一
三

年
第
九
期
、
陝
西
省
社
會
科
學
院
、
西
安
）

・
王
進
鋒
著
「
小
臣
墻
刻
辭
與
小
臣
墻
身
份
」（『
中
國
國
家
博
物
館
館
刊
』

二
〇
一
三
年
第
九
期
、
北
京
）

・
王
若
・
寶
衞
著
「
新
發
現
羅
振
玉
早
期
甲
骨
文
硏
究
箚
記
二
種
」（
宋
鎭
豪
主

編
『
甲
骨
文
與
殷
商
史
』
新
三
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年

四
月
）

・
王
子
揚
著
「
甲
骨
文
舊
釋
〝
凡
〞
之
字
絶
大
多
數
當
釋
爲
〝
同
〞
―
兼
談
〝
凡
〞・

〝
同
〞
之
別
」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
出
土
文
獻
與
古

文
字
硏
究
』
第
五
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
九
月
）

・
王
子
揚
著
「
甲
骨
文
所
謂
的
〝
內
〞
當
釋
作
〝
丙
〞」（
宋
鎭
豪
主
編
『
甲
骨
文

與
殷
商
史
』
新
三
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
四
月
）
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一
七
一

・
韋
心
瀅
著
「
關
於
王
都
以
外
商
王
的
常
居
地
」（
宋
鎭
豪
主
編
『
甲
骨
文
與
殷

商
史
』
新
三
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
四
月
）

・
武
家
璧
著
「
周
公
廟
〝

祭
〞
卜
辭
及
其
天
象
與
年
代
」（『
殷
都
學
刊
』

二
〇
一
三
年
第
二
期
、
安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
蕭
晟
洁
著
「
歷
組
卜
辭
具
體
認
定
現
狀
硏
究
」（『
語
言
硏
究
』
二
〇
一
三
年
第

三
期
、
華
中
科
技
大
學
、
武
漢
）

・
謝
明
文
著
「
釋
甲
骨
文
中
的
〝
叔
〞
字
」（
中
國
文
化
遺
産
硏
究
院
編
『
出
土

文
獻
硏
究
』
第
一
二
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
謝
肅
著
「
關
于
〝
大
司
空
一
期
〞
的
上
限
年
代
及
相
關
問
題
」（『
華
夏
考
古
』

二
〇
一
三
年
第
四
期
、
河
南
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
鄭
州
）

・
楊
楊
著「
釋
安
陽
鄧
鴻
諸
家
藏
大
龜
一
版
」（
宋
鎭
豪
主
編『
甲
骨
文
與
殷
商
史
』

新
三
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
四
月
）

・
姚
志
豪
著
「
關
於
殷
墟
卜
辭
字
體
分
類
的
商
議
」（
靜
宜
大
學
中
國
文
學
系
・

中
國
文
字
學
會
主
編
『
第
二
十
三
屆
中
國
文
字
學
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』

聖
環
圖
書
公
司
、
新
北
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）

・
尹
弘
兵
著
「
商
代
的
楚
蠻
與
西
周
初
年
的
楚
國
」（『
華
夏
考
古
』
二
〇
一
三
年

第
一
期
、
河
南
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
鄭
州
）

・
張
富
祥
著
「
甲
骨
文
〝
鳥
〞
字
釋
讀
辨
析
―
兼
釋
《
尚
書
・
堯
典
》
的
〝
星
鳥
〞

等
語
」（『
殷
都
學
刊
』
二
〇
一
三
年
第
一
期
、
安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
張
金
平
著
「
殷
墟
〝
易
卦
〞
卜
甲
與
《
周
易
》
關
係
考
論
」（『
殷
都
學
刊
』

二
〇
一
三
年
第
四
期
、
安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
張
惟
捷
著
「
甲
骨
文
硏
究
二
題
―
説

與

（
助
）」（『
殷
都
學
刊
』

二
〇
一
三
年
第
三
期
、
安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
張
興
兆
著
「
甲
骨
文
字
反
映
的
自
然
地
理
景
觀
」（
宋
鎭
豪
主
編
『
甲
骨
文
與

殷
商
史
』
新
三
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
四
月
）

・
張
宇
衞
著
「
卜
辭
「

凡
濃
疾
」
再
探
」（
靜
宜
大
學
中
國
文
學
系
・
中
國
文

字
學
會
主
編
『
第
二
十
三
屆
中
國
文
字
學
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
聖
環
圖

書
公
司
、
新
北
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）

・
趙
鵬
著
「
讀
《
笏
之
考
文
手
稿
》」（
宋
鎭
豪
主
編
『
甲
骨
文
與
殷
商
史
』
新
三

輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
四
月
）

・
鄭
春
蘭
著
「
淺
析
甲
骨
文
中
種
子
類
詞
語
」（『
語
言
硏
究
』
二
〇
一
三
年
第
二

期
、
華
中
科
技
大
學
、
武
漢
）

・
鄭
傑
祥
著
「
卜
辭
所
記
〝

〞
地
新
探
」（『
中
國
國
家
博
物
館
館
刊
』

二
〇
一
三
年
第
一
期
、
北
京
）

・

曉
娜
著
「
金
璋
甲
骨
的
收
藏
始
末
」（
宋
鎭
豪
主
編
『
甲
骨
文
與
殷
商
史
』

新
三
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
四
月
）

・
周
祥
森
著
「〝
史
〞
義
再
釋
―
兼
論
源
初
時
代
中
國
史
學
的
經
驗
基
礎
與
政
治

本
性
」（『
史
學
月
刊
』
二
〇
一
三
年
第
一
一
期
、
河
南
大
學
、
開
封
）

・
朱
鳳
瀚
著
「
黃
組
卜
辭
中
的
〝

巫
九

〞
試
論
」（
宋
鎭
豪
主
編
『
甲
骨
文

與
殷
商
史
』
新
三
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
四
月
）

・
朱

祥
著
「
殷
墟
小
屯
村
中
村
南
甲
骨
釋
文
補
正
」（『
中
國
文
字
』
新
三
九
期
、

藝
文
印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

﹇
金
文
﹈

﹇
金
文
﹈

・
白
於
藍
著
「
金
文
校
讀
三
則
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文

化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）



二
〇
一
三
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
七
二

・
白
於
藍
著
「
金
文
校
讀
三
則
」（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
一
三
年
第
六
期
、
陝
西

省
考
古
硏
究
院
、
西
安
）

・
包
毅
國
著
「
從
隨
文
化
發
生
發
展
探
其
地
域
文
化
特
質
」（
羅
運
環
主
編
『
楚

簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、

武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
畢
秀
洁
著
「《
戍
鈴
方
彝
》
的

本
問
題
及
補
釋
」（『
中
國
國
家
博
物
館
館
刊
』

二
〇
一
三
年
第
一
期
、
北
京
）

・
曹
建
墩
著
「
霸
伯
盂
與
西
周
時
期
的
賓
禮
」（
程
民
生
主
編
『
古
史
新
探
』
人

民
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
三
年
四
月
）

・
曹
錦
炎
著
「
黃
子
鼎
與

子
鼎
―
兼
談
黃
國
與

國
的
地
望
問
題
」（
羅
運
環

主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育

出
版
社
、
武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
陳
榮
軍
著
「
金
文
〝
標
準
器
斷
代
法
〞
考
論
」（『
殷
都
學
刊
』
二
〇
一
三
年
第

一
期
、
安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
陳
英
傑
著
「
鄭
井
叔
鐘
之
〝

龠
鐘
〞
正
義
―
兼
説
大
克
鼎
之
〝
史
小
臣

龠

鼓
鐘
〞」（『
中
國
文
字
硏
究
』
一
七
、華
東
師
範
大
學
等
編
、上
海
人
民
出
版
社
、

上
海
、
二
〇
一
三
年
三
月
）

・
陳
致
著
「《
詩
經
》
與
金
文
成
語
釋
例
（
五
）
―
〝
不
顯
不
承
〞
與
〝
不

〞・〝
不

競
〞」（
陳
致
主
編
『
簡
帛
・
經
典
・
古
史
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
程
邦
雄
・
馬

著
「
再
説
〝

〞」（『
語
言
硏
究
』
二
〇
一
三
年
第
四
期
、

華
中
科
技
大
學
、
武
漢
）

・

浩
波
著
「
漢
東
的
夬
國
・
曾
國
與
隨
國
考
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化

與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
董
蓮
池
著
「
釋
呂
壼
銘
中
的
〝
豹
〞
字
」（『
中
國
文
字
硏
究
』
一
七
、
華
東
師

範
大
學
等
編
、
上
海
人
民
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
三
月
）

・
董
蓮
池
著
「
釋
公
貿
鼎
銘
中
的
〝
牝
〞」（『
中
國
文
字
硏
究
』
一
八
、
上
海
人

民
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
凡
國
棟
著
「
隨
州
葉
家
山
新
出
〝

子
鼎
〞
銘
文
簡
釋
」（
羅
運
環
主
編
『
楚

簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、

武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
樊
俊
利
著
「
從
戰
國
時
期
六
國
金
文
角
度
看
漢
字
的
隸
變
」（『
語
文
硏
究
』

二
〇
一
三
年
第
三
期
、
山
西
省
社
會
科
學
院
、
太
原
）

・
樊
俊
利
著
「
從
戰
國
時
期
六
國
金
文
角
度
看
漢
字
的
隸
變
」（『
中
國
語
文
』

二
〇
一
三
年
第
三
期
、
山
西
省
社
會
科
學
院
、
太
原
）

・
馮
時
著
「
曾
姬
壺
銘
文
柬
釋
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文

化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
馮
時
著
「
史
牆
盤
銘
文
所
見
西
周
政
治
史
」（
李
宗
焜
主
編
『
第
四
屆
國
際
漢

學
會
議
論
文
集　

出
土
材
料
與
新
視
野
』
中
央
硏
究
院
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年

九
月
）

・
傅
修
才
著
「
釋
金
文
中
兩
個
與
〝
幵
〞
相
關
的
字
」（『
中
國
文
字
』
新
三
九
期
、

藝
文
印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
傅

著
「
湖
北
西
周
靑
銅
禮
樂
器
分
群
硏
究
」（『
江
漢
考
古
』
二
〇
一
三
年
第

二
期
、
湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
武
漢
）

・
高
明
著
「
論
墻
盤
銘
文
中
的
微
氏
家
族
」（『
考
古
』
二
〇
一
三
年
第
三
期
、
中
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國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
所
、
北
京
）

・
高
西
省
著
「
秦
子
・
秦
公
編
鐘
初
論
」（
陳
光
祖
主
編
『
金
玉
交
輝
―
商
周
考
古
・

藝
術
與
文
化
論
文
集
』、
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
、
臺
北
、
二
〇
一
三

年
一
一
月
）

・
郭
靜
雲
著
「〝
大
禾
方
鼎
〞
尋
鑰
―
兼
論
殷
商
巫
覡
的
身
份
」（
羅
運
環
主
編
『
楚

簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、

武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
韓
巍
著
「
簡
論
作
册
呉

及
相
關
銅
器
的
年
代
」（『
中
國
國
家
博
物
館
館
刊
』

二
〇
一
三
年
第
七
期
、
北
京
）

・
何
保
軍
・
王
倩
倩
著
「
淺
析
〝
潶
伯
〞

暨
筒
形
提
梁

」（『
殷
都
學
刊
』

二
〇
一
三
年
第
一
期
、
安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
胡
剛
著
「
有
〝

〞
銅
器
與

國
歷
史
新
論
」（『
文
物
』
二
〇
一
三
年
第
四
期
、

文
物
出
版
社
、
北
京
）

・
黃
川
田
修
﹇
日
﹈
著
「
早
期
王
朝
時
期
的
魯
西
南
地
區
―
試
論
魯
國
發
展
之
社

會
背
景
―
」（
陳
光
祖
主
編
『
金
玉
交
輝
―
商
周
考
古
・
藝
術
與
文
化
論
文
集
』、

中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）

・
黃
鳳
春
著「
隨
州
葉
家
山
西
周
曾
侯
墓
地
發
掘
的
主
要
收
獲
」（
羅
運
環
主
編『
楚

簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、

武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
黃
鳳
春
著
「
湖
北
境
内
出
土
的
有
銘
曾
器
及
相
關
問
題
」（
陳
光
祖
主
編
『
金

玉
交
輝
―
商
周
考
古
・
藝
術
與
文
化
論
文
集
』、中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
、

臺
北
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）

・
黃
鶴
著
「
段
簋
〝
孫
子
牽
引
〞
補
釋
」（『
中
國
文
字
硏
究
』
一
八
、
上
海
人
民

出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
黃
錦
前
著
「
由
楚
系
銅
器
銘
文
中
〝
吉
日
〞
選
擇
觀
念
看
東
周
時
期
楚
文
化
變

遷
」（
羅
運
環
主
編『
楚
簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』

湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
黃
錦
前
著
「
隨
州
新
出
隨
大
司
馬

有
戈
小
議
」（『
江
漢
考
古
』
二
〇
一
三
年

第
一
期
、
湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
武
漢
）

・
黃
銘
崇
著
「
從
考
古
發
現
看
西
周
墓
葬
的
「
分
器
」
現
象
與
西
周
時
代
禮
器
制

度
的
類
型
與
階
段
（
下
篇
）」（『
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
集
刊
』
第

八
四
本
第
一
分
、
二
〇
一
三
年
三
月
、
臺
北
）

・
黃
益
飛
著
「
匍

銘
文
硏
究
」（『
考
古
』
二
〇
一
三
年
第
二
期
、
中
國
社
會
科

學
院
考
古
硏
究
所
、
北
京
）

・
賈
洪
波
著
「
關
于
《
論
令
彝
銘
文
的
年
代
與
人
物
糾
葛
》
一
文
的
補
正
」（『
中

國
史
硏
究
』
二
〇
一
三
年
第
一
期
、
中
國
社
會
科
學
院
歷
史
硏
究
所
、
北
京
）

・
蔣
文
著
「
二
年
上
郡
守
錡
戈
的
銘
文
年
代
及
相
關
問
題
」（『
中
國
文
字
硏
究
』

一
八
、
上
海
人
民
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
景
紅
艷
著
「
論
周
代
天
子
大
饗
禮
及
其
歷
史
功
能
」（『
孔
子
硏
究
』
二
〇
一
三

年
第
一
期
、
齊
魯
書
社
、
濟
南
）

・
孔
令
遠
・
李
艷
華
・

緖
杭
著
「
徐
王
容
居
戈
銘
文
考
釋
」（『
文
物
』

二
〇
一
三
年
第
三
期
、
文
物
出
版
社
、
北
京
）

・
雒
有
倉
著
「
商
周
家
族
墓
地
所
見
族
徽
文
字
與
族
氏
關
係
」（『
考
古
』

二
〇
一
三
年
第
八
期
、
中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
所
、
北
京
）

・
雒
有
倉
著
「
商
周
家
族
墓
地
出
土
族
徽
銅
器
與
所
見
族
氏
結
構
」（『
中
國
國
家

博
物
館
館
刊
』
二
〇
一
三
年
第
四
期
、
北
京
）



二
〇
一
三
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
七
四

・
李
伯
謙
・
王
巍
・
朱
鳳
瀚
・
張
懋
鎔
・
徐
少
華
著
「
隨
州
葉
家
山
西
周
墓
地
第

二
次
發
掘
筆
談
」（『
江
漢
考
古
』
二
〇
一
三
年
第
四
期
、
湖
北
省
文
物
考
古
硏

究
所
、
武
漢
）

・
李
春
利
著
「
金
文
〝
某
人
〞
考
」（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
一
三
年
第
六
期
、
陝

西
省
考
古
硏
究
院
、
西
安
）

・
李
春
利
著
「
西
周
時
期
采
邑
的
城
邑
形
態
」（『
中
國
國
家
博
物
館
館
刊
』

二
〇
一
三
年
第
四
期
、
北
京
）

・
李
家
浩
著
「〈
越
王
差
꺯
戈
〉
銘
文
新
硏
」（
李
宗
焜
主
編
『
第
四
屆
國
際
漢
學

會
議
論
文
集　

出
土
材
料
與
新
視
野
』
中
央
硏
究
院
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年
九

月
）

・
李
米
佳
著
「
故
宮
博
物
院
所
藏
商
周
靑
銅
簋
的
分
期
斷
代
」（『
故
宮
博
物
院
院

刊
』
二
〇
一
三
年
第
四
期
、
北
京
）

・
李
紹
文
著
「
蔡
國
歷
史
・
地
理
與
蔡
人
的
遷
徙
論
考
」（『
中
州
學
刊
』

二
〇
一
三
年
第
九
期
、
河
南
省
社
會
科
學
院
、
鄭
州
）

・
李
世
佳
著
「〝
楚
屈
子
赤
角
簠
〞
新
硏
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先
秦

歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、
二
〇
一
三

年
八
月
）

・
李
守
奎
著
「
出
土
文
獻
中
〝
遷
〞
字
的
使
用
習
慣
與
何
尊
〝
遷
宅
〞
補
說
」（
李

學
勤
主
編
・
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
出
土
文
獻
』
第
四
輯
、

中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
李
亞
光
著
「
論
春
秋
戰
國
社
會
轉
型
期
私
有
土
地
的
形
成
和
發
展
」（『
農
業
考

古
』
二
〇
一
三
年
第
一
期
、
江
西
省
社
會
科
學
院
、
南
昌
）

・
李
學
勤
著
「
石
鼓
山
三
號
墓
器
銘
選
釋
」（『
文
物
』
二
〇
一
三
年
第
四
期
、
文

物
出
版
社
、
北
京
）

・
李
學
勤
著
「
試
説
葉
家
山
Ｍ
65
靑
銅
器
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先

秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
連
劭
名
著
「
燕
侯
旨
鼎
銘
文
與
周
代
的
朝
見
禮
」（『
文
物
春
秋
』
二
〇
一
三
年

第
二
期
、
河
北
省
文
物
局
、
石
家
莊
）

・
劉
彬
徽
著
「
江
漢
淮
閒
春
秋
靑
銅
器
硏
究
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與

先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
劉
傳
賓
著
「《
殷
周
金
文
集
成
（
修
訂
增
補
本
）》
存
在
的
幾
個
問
題
」（『
華
夏

考
古
』
二
〇
一
三
年
第
二
期
、
河
南
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
鄭
州
）

・
劉
剛
著
「
楚
銅
貝
〝

朱
〞
的
釋
讀
及
相
關
問
題
」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與

古
文
字
硏
究
中
心
編
『
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
』
第
五
輯
、
上
海
古
籍
出
版

社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
九
月
）

・
劉
軍
社
・
王
占
奎
・
辛
怡
華
・
郝
明
科
・
王
顥
・
丁
岩
・
王
小
梅
・
李
伸
前
・

陳
恩
乾
・
楊
富
科
・
劉
軍
戸
・
史
勇
・
宋
俊
榮
・
趙
西
晨
・
邵
安
定
・
郭
小
侠
・

張
夢
石
・
何
登
海
・
楊
倩
・
伏
婕
・
劉
新
・
龍
劍
輝
著
「
陝
西
寶
鷄
石
鼓
山
西

周
墓
葬
發
掘
簡
報
」（『
文
物
』
二
〇
一
三
年
第
二
期
、
文
物
出
版
社
、
北
京
）

・
劉
秋
瑞
著
「
説
〝

〞」（『
中
原
文
物
』
二
〇
一
三
年
第
二
期
、
河
南
博
物
院
、

鄭
州
）

・
劉
樹
滿
著
「
寶
鷄
戴
家
灣
出
土
的
用
征
器
及
相
關
問
題
」（『
文
物
春
秋
』

二
〇
一
三
年
第
一
期
、
河
北
省
文
物
局
、
石
家
莊
）

・
劉
源
著
「
讀
金
短
札
：
伯
雍
父
是
殷
人
還
是
周
人
」（
李
學
勤
主
編
・
淸
華
大



漢
字
學
硏
究　

第
三
號

一
七
五

學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
出
土
文
獻
』
第
四
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
劉
釗
著
「
晉
系
金
文
札
記
二
則
」（『
中
國
文
字
硏
究
』
一
七
、
華
東
師
範
大
學

等
編
、
上
海
人
民
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
三
月
）

・
劉
昭
允
著
「
河
南
商
丘
出
土
西
周
銅
簋
」（『
文
物
』
二
〇
一
三
年
第
一
一
期
、

文
物
出
版
社
、
北
京
）

・
盧
中
陽
著
「
商
周
銅
器
族
徽
中
所
見
家
族
職
事
硏
究
」（『
殷
都
學
刊
』

二
〇
一
三
年
第
一
期
、
安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
陸
德
富
著
「
試
説
戰
國
至
秦
代
的
縣
級
職
官
名
稱
〝
守
〞」（『
中
國
國
家
博
物

館
館
刊
』
二
〇
一
三
年
第
一
期
、
北
京
）

・
羅
運
環
著
「
隨
大
司
馬

有
之
行
戈
〝

〞
字
考
辨
」（『
江
漢
考
古
』

二
〇
一
三
年
第
一
期
、
湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
武
漢
）

・
平
㔟
隆
郞
﹇
日
﹈
著
「
戰
國
楚
王
之
自
稱
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與

先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
錢
懷
瑜
・
權
美
平
著
「
商
代
秬
鬯
與
西
周
齊
醍
探
幽
」（『
農
業
考
古
』

二
〇
一
三
年
第
六
期
、
江
西
省
社
會
科
學
院
、
南
昌
）

・
商
艷
濤
著
「
金
文
中
的
〝
征
〞
與
〝
伐
〞」（『
殷
都
學
刊
』
二
〇
一
三
年
第
一
期
、

安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
沈
長
雲
著
「
靜
方
鼎
的
年
代
及
相
關
歷
史
問
題
」（『
中
國
國
家
博
物
館
館
刊
』

二
〇
一
三
年
第
七
期
、
北
京
）

・
沈
培
著
「
西
周
金
文
「
宕
」
字
釋
義
重
探
」（
李
宗
焜
主
編
『
第
四
屆
國
際
漢

學
會
議
論
文
集　

出
土
材
料
與
新
視
野
』
中
央
硏
究
院
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年

九
月
）

・
石
鼓
山
考
古
隊
編
「
陝
西
省
寶
鷄
市
石
鼓
山
西
周
墓
」（『
考
古
與
文
物
』

二
〇
一
三
年
第
一
期
、
陝
西
省
考
古
硏
究
院
、
西
安
）

・
蘇
影
著
「
山
東
沂
水
春
秋
古
墓
新
出
銅
盂
銘
〝
濫
〞
字
釋
讀
」（『
殷
都
學
刊
』

二
〇
一
三
年
第
二
期
、
安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
湯
威
・
陳
盡
忠
著
「
鄭
州
博
物
館
藏
商
周
有
銘
銅
器
」（『
文
物
』
二
〇
一
三
年

第
一
一
期
、
文
物
出
版
社
、
北
京
）

・
湯
志
彪
著
「
戰
國
兵
器
銘
文
人
名
考
釋
七
則
」（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
一
三
年

第
一
期
、
陝
西
省
考
古
硏
究
院
、
西
安
）

・
田
煒
著
「
西
周
金
文
字
詞
關
係
的
共
時
與
曆
時
考
察
」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻

與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
』
第
五
輯
、
上
海
古
籍
出

版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
九
月
）

・
涂
白
奎
著
「
内
史
亳
觚
與
西
周
王
號
生
稱
」（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
一
三
年
第

三
期
、
陝
西
省
考
古
硏
究
院
、
西
安
）

・
涂
白
奎
著
「
鮑
子
鼎
銘
文
別
解
―
兼
談
跌
公
典
盤
銘
文
的
〝
及
〞
字
」（『
中
國

國
家
博
物
館
館
刊
』
二
〇
一
三
年
第
九
期
、
北
京
）

・
王
保
成
著
「
륾
字
新
解
」（『
中
國
文
字
硏
究
』
一
八
、
上
海
人
民
出
版
社
、
上

海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
王
顥
・
龍
棟
・
辛
怡
華
著
「
石
鼓
山
西
周
墓
葬
的
初
步
硏
究
」（『
文
物
』

二
〇
一
三
年
第
二
期
、
文
物
出
版
社
、
北
京
）

・
王
宏
・
權
敏
・
向
麗
君
著
「
淺
談
新
發
現
的
幾
件
秦
國
靑
銅
器
」（『
文
博
』

二
〇
一
三
年
第
四
期
、
陝
西
省
文
物
局
、
西
安
）

・
王
進
鋒
著
「
金
文
所
見
商
周
時
期
的
臣
辰
史
官
世
家
」（『
考
古
』
二
〇
一
三
年



二
〇
一
三
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
七
六

第
一
一
期
、
中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
所
、
北
京
）

・
王
進
鋒
著
「
春
秋
宗
婦
鼎
與
列
・
꺽
二
國
」（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
一
三
年
第

四
期
、
陝
西
省
考
古
硏
究
院
、
西
安
）

・
王
進
鋒
著
「
春
秋
宗
婦
鼎
銘
文
別
解
」（『
中
原
文
物
』
二
〇
一
三
年
第
五
期
、

河
南
博
物
院
、
鄭
州
）

・
王
晶
著
「
銘
文
中
的
司
士
與
訊
訟
無
關
―
從
庖
鼎
銘
文
的
補
字
談
起
」（『
考
古

與
文
物
』
二
〇
一
三
年
第
六
期
、
陝
西
省
考
古
硏
究
院
、
西
安
）

・
王
晶
著
「
左
攸
比
鼎
銘
文
集
釋
及
西
周
時
期
土
地
侵
占
案
件
審
理
程
序
初
探
」

（『
農
業
考
古
』
二
〇
一
三
年
第
一
期
、
江
西
省
社
會
科
學
院
、
南
昌
）

・
王
沛
著
「
西
周
金
文
法
律
資
料
輯
考
（
上
）」（
徐
世
虹
主
編
『
中
國
古
代
法
律

文
獻
硏
究
』
第
七
輯
、
社
會
科
學
文
獻
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
王
偉
著
「
秦
銅
器
銘
文
補
釋
三
則
」（
李
學
勤
主
編
・
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏

究
與
保
護
中
心
編
『
出
土
文
獻
』
第
四
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
三
年

一
二
月
）

・
王
先
福
著
「
襄
陽
楚
王
城
或
爲
楚
熊
渠
所
封
鄂
王
城
初
考
」（
羅
運
環
主
編
『
楚

簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、

武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
王
子
楊
著
「
釋
甲
骨
金
文
中
的
〝
將
〞
―
兼
說
古
文
字
〝
將
〞
之
流
變
」（
李

學
勤
主
編
・
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
出
土
文
獻
』
第
四
輯
、

中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
王
治
國
著
「
詢
簋
新
探
」（『
華
夏
考
古
』
二
〇
一
三
年
第
一
期
、
河
南
省
文
物

考
古
硏
究
所
、
鄭
州
）

・

可
晶
著
「
說
金
文
〝
붐
〞
及
相
關
之
字
」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字

硏
究
中
心
編
『
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
』
第
五
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上

海
、
二
〇
一
三
年
九
月
）

・
呉
良
寶
著
「
珍
秦
齋
藏

戈
・
鍾
戈
考
」（
李
學
勤
主
編
・
淸
華
大
學
出
土
文

獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
出
土
文
獻
』
第
四
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
呉
良
寶
・
張
麗
娜
著
「
韓
趙
兵
器
刻
銘
釋
讀
三
則
」（『
中
國
文
字
硏
究
』

一
八
、
上
海
人
民
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
呉
鎭
烽
・
朱
艷
玲
著
「
二
十
九
年
弩
機
考
」（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
一
三
年
第

一
期
、
陝
西
省
考
古
硏
究
院
、
西
安
）

・
夏
含
夷
（Edw

ard
L.Shaughnessy

）﹇
米
﹈
著
「「
夏
商
周
斷
代
工
程
」
十

年
後
之
批
判
―
以
西
周
諸
王
在
位
年
代
爲
例
證
」（
李
宗
焜
主
編
『
第
四
屆
國
際

漢
學
會
議
論
文
集　

出
土
材
料
與
新
視
野
』
中
央
硏
究
院
、
臺
北
、
二
〇
一
三

年
九
月
）

・
謝
明
文
著「
晉
公
銘
文
補
釋
」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編『
出

土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
』
第
五
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年

九
月
）

・
謝
明
文
著
「
釋
金
文
中
的
〝

〞
字
」（『
中
國
文
字
』
新
三
九
期
、藝
文
印
書
館
、

臺
北
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
謝
明
文
著
「
伯
句
簋
銘
文
小
考
」（『
中
國
文
字
硏
究
』
一
八
、
上
海
人
民
出
版

社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
謝
肅
著
「
關
于
新
鄭
中
行
遺
址
靑
銅
器
坑
和
馬
坑
性
質
的
討
論
」（『
中
國
國
家

博
物
館
館
刊
』
二
〇
一
三
年
第
一
一
期
、
北
京
）

・
謝
堯
亭
著
「

・
霸
及
其
聯
姻
的
國
族
初
探
」（
陳
光
祖
主
編
『
金
玉
交
輝
―



漢
字
學
硏
究　

第
三
號

一
七
七

商
周
考
古
・
藝
術
與
文
化
論
文
集
』、
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
、
臺
北
、

二
〇
一
三
年
一
一
月
）

・
辛
怡
華
・
王
顥
・
劉
棟
著
「
石
鼓
山
西
周
墓
葬
出
土
銅
器
初
探
」（『
文
物
』

二
〇
一
三
年
第
四
期
、
文
物
出
版
社
、
北
京
）

・
徐
少
華
著
「
從
銅
器
銘
文
析
古
鄧
國
的
婚
姻
與
文
化
」（
李
宗
焜
主
編
『
第
四

屆
國
際
漢
學
會
議
論
文
集　

出
土
材
料
與
新
視
野
』
中
央
硏
究
院
、
臺
北
、

二
〇
一
三
年
九
月
）

・
徐
少
華
著
「
鄧
國
銅
器
綜
考
」（『
考
古
』
二
〇
一
三
年
第
五
期
、
中
國
社
會
科

學
院
考
古
硏
究
所
、
北
京
）

・
徐
在
國
著
「
燕
國
文
字
中
的
〝
奐
〞
及
從
〝
奐
〞
之
字
」（『
中
國
文
字
硏
究
』

一
七
、
華
東
師
範
大
學
等
編
、
上
海
人
民
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
三
月
）

・
楊
小
召
著
「
西
周
金
文
的
册
命
與
祖
先
觀
念
」（
程
民
生
主
編
『
古
史
新
探
』

人
民
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
三
年
四
月
）

・
楊
秀
恩
著
「
春
秋
金
文
反
書
硏
究
」（『
殷
都
學
刊
』
二
〇
一
三
年
第
二
期
、
安

陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
楊
亞
長
著
「
周
文
王
四
友
的
事
跡
考
述
」（『
文
博
』
二
〇
一
三
年
第
六
期
、
陝

西
省
文
物
局
、
西
安
）

・
葉
正
渤
著
「
晉
公
戈
銘
文
曆
朔
硏
究
」（『
殷
都
學
刊
』
二
〇
一
三
年
第
一
期
、

安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
葉
正
渤
著
「
此
鼎
・
此
簋
銘
文
曆
朔
硏
究
」（『
中
國
文
字
硏
究
』
一
七
、
華
東

師
範
大
學
等
編
、
上
海
人
民
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
三
月
）

・
葉
正
渤
著
「
蔡
侯
盤
・
蔡
侯
尊
銘
文
歷
朔
與
時
代
考
」（『
中
原
文
物
』

二
〇
一
三
年
第
五
期
、
河
南
博
物
院
、
鄭
州
）

・
尹
松
鵬
著
「
西
周
武
王
紀
年
上
文
獻
曆
日
與
天
文
曆
表
出
現
完
全
合
曆
」（『
考

古
與
文
物
』
二
〇
一
三
年
第
三
期
、
陝
西
省
考
古
硏
究
院
、
西
安
）

・
雍
際
春
著
「
秦
公
簋
及
〝
十
又
二
公
〞
考
」（『
社
會
科
學
戰
線
』
二
〇
一
三
年

第
六
期
、
吉
林
省
社
會
科
學
院
、
長
春
）

・
余
淼
淼
著
「
季
姬
方
尊
〝

〞
字
補
釋
」（『
中
國
文
字
硏
究
』
一
八
、
上
海
人

民
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
袁
俊
傑
著
「
再
論
麥
方
尊
與
賓
射
禮
」（『
中
原
文
物
』
二
〇
一
三
年
第
四
期
、

河
南
博
物
院
、
鄭
州
）

・
曾
令
斌
・
黃
玉
洪
・
余
樂
・
方
國
榮
・
譚
竹
青
・
黃
文
廣
・
方
晨
・
熊
燕
・
艾

玲
莉
・
餘
霜
・
黃
鳳
春
・
方
勤
・
郭
長
江
・
胡
剛
・
黃
旭
初
著
「
湖
北
隨
州
葉

家
山
Ｍ
28
發
掘
報
告
」（『
江
漢
考
古
』
二
〇
一
三
年
第
四
期
、
湖
北
省
文
物
考

古
硏
究
所
、
武
漢
）

・
翟
勝
利
著
「
殷
墟
婦
好
墓
・
亞
長
墓
的
位
置
及
功
能
芻
議
」（『
四
川
文
物
』

二
〇
一
三
年
第
四
期
、
四
川
省
文
物
局
、
成
都
）

・
張
丹
著「
河
南
淅
川
所
出
鎭
墓
獸
銘
文
中
之
人
名
稱
謂
新
考
」（
羅
運
環
主
編『
楚

簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、

武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
張
光
裕
著「
從
新
見
材
料
談《
儀
禮
》飮
酒
禮
中
之
醴

及
所
用
酒
器
問
題
」（『
文

物
』
二
〇
一
三
年
第
一
二
期
、
文
物
出
版
社
、
北
京
）

・
張
俊
成
著
「
齊
城
左
戈
銘
補
考
」（『
文
物
春
秋
』
二
〇
一
三
年
第
一
期
、
河
北

省
文
物
局
、
石
家
莊
）

・
張
亮
著
「
匍

銘
文
再
考
」（『
中
原
文
物
』
二
〇
一
三
年
第
四
期
、
河
南
博
物

院
、
鄭
州
）



二
〇
一
三
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
七
八

・
張
懋
鎔
著
「
新
見
金
文
與
穆
王
銅
器
斷
代
」（『
文
博
』
二
〇
一
三
年
第
二
期
、

陝
西
省
文
物
局
、
西
安
）

・
張
聞
捷
著
「
從
〝
敬
神
〞
到
〝
事
神
〞」（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
一
三
年
第
六
期
、

陝
西
省
考
古
硏
究
院
、
西
安
）

・
張
勇
・
畢
玉
梅
著
「
山
東
新
泰
出
土
呉
王
諸
樊
之
子
通
劍
」（『
華
夏
考
古
』

二
〇
一
三
年
第
二
期
、
河
南
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
鄭
州
）

・
張
再
興
著
「
也
説
柞
伯
鼎
銘
〝
无
殳
〞
一
詞
」（『
中
國
文
字
硏
究
』
一
七
、
華

東
師
範
大
學
等
編
、
上
海
人
民
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
三
月
）

・
張
再
興
著
「
殷
商
西
周
金
文
字
形
塊
面
成
分
演
變
硏
究
」（『
中
國
文
字
硏
究
』

一
八
、
上
海
人
民
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
趙
東
昇
著「
論
鄂
東
南
地
區
西
周
時
期
的
考
古
學
文
化
格
局
及
政
治
勢
力
變
遷
」

（『
華
夏
考
古
』
二
〇
一
三
年
第
二
期
、
河
南
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
鄭
州
）

・
趙
平
安
著
「
宋
公
暇
作

叔
子
鼎
與
濫
國
」（『
中
華
文
史
論
叢
』
二
〇
一
三
年

第
三
期
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
）

・
趙
曉
斌
著
「〝
鼎
鐘
二
鈞
〞
鼎
與
〝
淮
陽
上
官
唐
四
分
〞
鼎
―
記
湖
北
荊
州
謝

家
橋
出
土
的
兩
件
刻
銘
銅
鼎
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文

化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
趙
燕
姣
著
「
西
周
時
期
的
〝
南
國
〞―〝
南
土
〞
範
圍
芻
議
」（『
南
方
文
物
』

二
〇
一
三
年
第
四
期
、
江
西
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
南
昌
）

・
鄭
威
著
「
襄
城
公
戈
新
考
」（『
考
古
』
二
〇
一
三
年
第
三
期
、
中
國
社
會
科
學

院
考
古
硏
究
所
、
北
京
）

・
鄭
憲
仁
著
「
宋
代
的
先
秦
銅
禮
器
類
定
名
與
三
禮
名
物
學
」（
季
旭
昇
主
編
『
孔

壁
遺
文
論
集
』
藝
文
印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
周
寶
宏
著
「
魯
叔
器
銘
文
考
釋
」（『
中
國
文
字
硏
究
』
一
八
、
上
海
人
民
出
版

社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
周
德
生
著
「
金
文
〝
玄
鏐
〞
新
探
」（『
江
漢
論
壇
』
二
〇
一
三
年
第
九
期
、
湖

北
省
社
會
科
學
院
、
武
漢
）

・
周
亞
著
「
虎
簋
斷
代
與
淅
川
楚
墓
中
的
復
古
現
象
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚

文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
朱
鳳
瀚
著
「
關
于
以
色
列
耶
路
撒
冷
國
家
博
物
館
所
藏
楚
大
師
編
鎛
」（
羅
運

環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎

育
出
版
社
、
武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
朱
鳳
瀚
著
「
由
殷
墟
出
土
北
方
式
靑
銅
器
看
商
人
與
北
方
族
群
的
關
係
」（『
考

古
學
報
』
二
〇
一
三
年
第
一
期
、
中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
所
、
北
京
）

・
朱
鳳
瀚
著
「
論
西
周
時
期
的
南
國
」（『
歷
史
硏
究
』
二
〇
一
三
年
第
四
期
、
中

國
社
會
科
學
院
、
北
京
）

﹇
戰
國
簡
帛
﹈

・
艾
蘭
（Sarah Allan

）﹇
米
﹈
著
「
從
楚
簡
發
掘
看
中
國
文
獻
的
起
源
和
早
期

發
展
」（
陳
致
主
編
『
簡
帛
・
經
典
・
古
史
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
白
海
燕
著
「《
上
博
五
・
季
庚
子
問
於
孔
子
》
箚
記
」（『
中
國
文
字
』
新
三
九
期
、

藝
文
印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
崔
仁
義
著
「
老
子
學
説
創
立
時
期
的
道
論
與
言
説
對
象
」（
羅
運
環
主
編
『
楚

簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
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一
七
九

武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
曹
方
向
著
「
小
議
楚
系
簡
牘
所
見
的
一
種
〝
昜
〞
字
」（『
中
國
文
字
』
新
三
九

期
、
藝
文
印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
曹
峰
著
「
上
博
簡
《
天
子
建
州
》〝
文
陰
而
武
陽
〞
章
新
詮
」（『
中
華
文
史
論
叢
』

二
〇
一
三
年
第
三
期
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
）

・
曹
建
墩
著
「
淸
華
簡
《
耆
夜
》
篇
中
的
飮
至
禮
考
釋
二
則
」（
羅
運
環
主
編
『
楚

簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、

武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
曹
錦
炎
著
「《
天
子
建
州
》
首
章
重
釋
」（
李
學
勤
主
編
・
淸
華
大
學
出
土
文
獻

硏
究
與
保
護
中
心
編
『
出
土
文
獻
』
第
四
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
三

年
一
二
月
）

・
常
耀
華
著
「
從
《
耆
夜
》〝
飮
至
〞
看
商
周
之
出
行
典
禮
」（
羅
運
環
主
編
『
楚

簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、

武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
晁
福
林
著
「
淸
華
簡
《
系
年
》
與
西
周
之
際
史
事
的
重
構
」（『
歷
史
硏
究
』

二
〇
一
三
年
第
六
期
、
中
國
社
會
科
學
院
、
北
京
）

・
陳
慧
﹇
豪
﹈
著
「
保
君
德
訓
向
〝
中
〞
求
―
讀
淸
華
簡
《
保
訓
》」（
陳
致
主
編

『
簡
帛
・
經
典
・
古
史
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
陳
嘉
凌
著
「
說
氏
、
氐
―
兼
談
上
博
七
「

」
字
」（
季
旭
昇
主
編
『
孔
壁
遺

文
論
集
』
藝
文
印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
陳
絜
著
「
竹
簡
所
見
戰
國
時
期
楚
地
居
民
的
里
居
形
態
」（
羅
運
環
主
編
『
楚

簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、

武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
陳
民
鎭
著
「
上
甲
微
史
跡
傳
説
鉤
沈
―
兼
説
淸
華
簡
《
保
訓
》〝
微
假
中
于
河
〞」

（『
史
學
月
刊
』
二
〇
一
三
年
第
四
期
、
河
南
大
學
、
開
封
）

・
陳
美
蘭
著
「《
淸
華
簡
（
貳
）・
繫
年
》
札
記
兩
則
」（
季
旭
昇
主
編
『
孔
壁
遺

文
論
集
』
藝
文
印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
陳
鵬
宇
著
「
周
代
古
樂
的
歌
・
樂
・
舞
相
關
問
題
探
討
―
兼
論
淸
華
簡
《
周
公

之
琴
舞
》」（
李
學
勤
主
編
・
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
出
土

文
獻
』
第
四
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
陳
偉
著
「
試
說
簡
牘
文
獻
的
年
代
梯
次
」（
李
宗
焜
主
編
『
第
四
屆
國
際
漢
學

會
議
論
文
集　

出
土
材
料
與
新
視
野
』
中
央
硏
究
院
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年
九

月
）

・
陳
偉
著
「
也
説
淸
華
竹
書
《
耆
夜
》
中
的
〝
夜
爵
〞」（
陳
致
主
編
『
簡
帛
・
經

典
・
古
史
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
陳
偉
著
「
淸
華
大
學
藏
竹
書
《
系
年
》
的
文
獻
學
考
察
」（『
史
林
』
二
〇
一
三

年
第
一
期
、
上
海
社
會
科
學
院
歷
史
硏
究
所
、
上
海
）

・
陳
偉
武
著
「
試
論
戰
國
簡
帛
文
獻
中
的
數
量
合
稱
」（
陳
致
主
編
『
簡
帛
・
經
典
・

古
史
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
陳
穎
飛
著
「
淸
華
簡
《
程
寤
》・《
保
訓
》
文
王
紀
年
探
硏
」（
羅
運
環
主
編
『
楚

簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、

武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
陳
昭
容
著
「
從
文
獻
與
出
土
文
物
看
早
期
秦
國
融
入
華
夏
的
歷
程
」（
李
宗
焜

主
編
『
第
四
屆
國
際
漢
學
會
議
論
文
集　

出
土
材
料
與
新
視
野
』
中
央
硏
究
院
、

臺
北
、
二
〇
一
三
年
九
月
）

・
程
浩
著
「
略
論
《
筮
法
》
的
解
卦
原
則
」（
李
學
勤
主
編
・
淸
華
大
學
出
土
文
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獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
出
土
文
獻
』
第
四
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
程
平
山
著
「
秦
襄
公
・
文
公
年
代
事
跡
考
」（『
歷
史
硏
究
』
二
〇
一
三
年
第
五

期
、
中
國
社
會
科
學
院
、
北
京
）

・
程
少
軒
著
「
小
議
上
博
九
《
卜
書
》
的
〝
三
族
〞
和
〝
三
末
〞」（『
中
國
文
字
』

新
三
九
期
、
藝
文
印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
程
薇
著
「
淸
華
簡
《
說
命
上
》
札
記
（
二
則
）」（
李
學
勤
主
編
・
淸
華
大
學
出

土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
出
土
文
獻
』
第
四
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
程
有
爲
著
「
從
河
南
境
内
的
楚
文
化
遺
存
看
楚
文
化
對
中
原
地
區
的
影
響
」（
羅

運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北

敎
育
出
版
社
、
武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
池
田
知
久
﹇
日
﹈
著
「《
老
子
》
思
想
的
基
本
構
造
」（
陳
致
主
編
『
簡
帛
・
經

典
・
古
史
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
鄧
佩
玲
著
「
讀
淸
華
簡
《
耆
夜
》
所
見
古
佚
詩
小
識
」（
陳
致
主
編
『
簡
帛
・

經
典
・
古
史
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
鄧
少
平
著
「
試
説
楚
簡
中
讀
爲
〝
散
〞
的
〝
戈
戈
〞
字
」（『
中
國
文
字
硏
究
』

一
七
、
華
東
師
範
大
學
等
編
、
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
三
月
）

・
董
珊
著
「
淸
華
簡
《
系
年
》
所
見
的
〝
衞
叔
封
〞」 （
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文

化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
杜
勇
著
「
淸
華
簡
《
金
滕
》
有
關
歷
史
問
題
考
論
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚

文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
杜
勇
著
「
淸
華
簡
《
楚
居
》
所
見
楚
人
早
期
居
邑
考
」（『
中
國
國
家
博
物
館
館

刊
』
二
〇
一
三
年
第
一
一
期
、
北
京
）

・
范
常
善
・
劉
杰
著
「
從
戰
國
古
文
釋
馬
王
堆
帛
書
《
式
法
》
中
的
幾
個
字
」（『
考

古
與
文
物
』
二
〇
一
三
年
第
三
期
、
陝
西
省
考
古
硏
究
院
、
西
安
）

・
范
麗
梅
著
「
中
實
返
喩
與
喩
而
知
之
―
《
愼
子
曰
儉
》・《
五
行
》
與
孟
莊
身
心

思
想
」（
陳
致
主
編
『
簡
帛
・
經
典
・
古
史
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
房
德
隣
著
「
淸
華
簡
《
周
武
王
有
疾
周
公
所
自
以
代
王
之
志
（
金
縢
）》
是
僞
作
」

（『
故
宮
博
物
院
院
刊
』
二
〇
一
三
年
第
六
期
、
北
京
）

・
高
華
平
著
「
上
博
簡
《
武
王
踐

》
的
版
本
問
題
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚

文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
高
佑
仁
著
「
讀
《
上
博
・
八
》
札
記
五
則
」（
靜
宜
大
學
中
國
文
學
系
・
中
國

文
字
學
會
主
編
『
第
二
十
三
屆
中
國
文
字
學
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
聖
環

圖
書
公
司
、
新
北
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）

・
郭
靜
雲
著
「
戰
國
秦
漢
出
土
文
獻
〝
屎
〞
字
通
考
」（
卜
憲
群
・
楊
振
紅
主
編
『
簡

帛
硏
究
二
〇
一
一
』
廣
西
師
範
大
學
出
版
社
、
桂
林
、
二
〇
一
三
年
六
月
）

・
郭
永
秉
著
「
淸
華
簡
《
耆
夜
》
詩
試
解
二
則
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化

與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
郭
永
秉
著
「
釋
淸
華
簡
中
倒
山
形
的
〝
覆
〞
字
」（『
中
國
文
字
』
新
三
九
期
、

藝
文
印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）
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・
韓
宇
嬌
著
「
淸
華
簡
《
皇
門
》
篇
硏
究
現
狀
」（『
管
子
學
刊
』
二
〇
一
三
年
第

四
期
、
山
東
理
工
大
學
齊
文
化
硏
究
院
、
淄
博
）

・
黃
國
輝
著
「
上
博
簡
《
姑
成
家
父
》
補
釋
」（『
史
學
史
硏
究
』
二
〇
一
三
年
第

三
期
、
北
京
師
範
大
學
史
學
硏
究
所
・
北
京
師
範
大
學
古
籍
硏
究
所
、
北
京
）

・
黃
懷
信
著
「
淸
華
簡
《
保
訓
》
補
釋
」（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
一
三
年
第
二
期
、

陝
西
省
考
古
硏
究
院
、
西
安
）

・
黃
人
二
著
「
上
博
藏
簡
第
六
册
《
景
平
王
就
鄭
壽
》
試
釋
」（
陳
致
主
編
『
簡
帛
・

經
典
・
古
史
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
黃
尚
明
著
「
楚
簡
中
祭
祀
用
玉
問
題
探
索
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與

先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
黃
甜
甜
著
「
由
郭
店
簡
所
見
異
文
看
「
強
自
取
柱
」
諸
説
」（
卜
憲
群
・
楊
振

紅
主
編
『
簡
帛
硏
究
二
〇
一
二
』
廣
西
師
範
大
學
出
版
社
、
桂
林
、
二
〇
一
三

年
一
〇
月
）

・
黃
錫
全
著
「
楚
簡
秦
溪
・
章
華
臺
略
議
―
讀
淸
華
簡
《
楚
居
》
札
記
之
二
」（
羅

運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北

敎
育
出
版
社
、
武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
黃
澤
鈞
著
「
關
於
出
土
・
傳
世
本
〈
金
縢
〉
中
二
處
「
計
年
」
的
問
題
」（
季

旭
昇
主
編
『
孔
壁
遺
文
論
集
』
藝
文
印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
季
旭
昇
著
「《
上
博
五
・
鮑
叔
牙
與
隰
朋
之
諫
》〝
量
之
以

洁
〞
解
」（
羅
運

環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎

育
出
版
社
、
武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
季
旭
昇
著
「《
上
博
五
・
鮑
叔
牙
與
隰
朋
之
諫
》〝
乃
命
有
司
著
作
浮
〞
解
―
兼

談
先
秦
吏
治
的
上
計
」（
陳
致
主
編
『
簡
帛
・
經
典
・
古
史
』
上
海
古
籍
出
版
社
、

上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
季
旭
昇
著
「
從
《
上
博
五
・
姑
成
家
父
》
的
「

頷
」
到
閩
南
語
的
「
堂
堂
」」

（『
中
國
文
字
』
新
三
九
期
、
藝
文
印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
季
旭
昇
著
「《
上
海
博
物
館
藏
戰
國
楚
竹
書
（
八
）・
桐
頌
》
考
釋
」（『
中
央
硏

究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
集
刊
』
第
八
十
四
本
第
四
分
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
、

臺
北
）

・
賈
海
生
著
「
郭
店
竹
簡
《
六
德
》
所
言
喪
服
制
度
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚

文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
賈
連
翔
著
「
淸
華
簡
壹
―
參
輯
字
形
校
補
札
記
」（
李
學
勤
主
編
・
淸
華
大
學

出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
出
土
文
獻
』
第
四
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
姜
廣
輝
・
付
贊
・
邱
夢
燕
著
「
淸
華
簡
《
耆
夜
》
爲
僞
作
考
」（『
故
宮
博
物
院

院
刊
』
二
〇
一
三
年
第
四
期
、
北
京
）

・
金
宇
祥
著
「《
楚
居
》
簡
2
「
뒃
（
遊
）

（

）
羊
（
佯
）」
試
解
」（
季
旭

昇
主
編
『
孔
壁
遺
文
論
集
』
藝
文
印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
柯
鶴
立
（Constance

A.Cook

）﹇
米
﹈
著
「
楚
先
祖
的
誕
生
故
事
―
兼
論
商

與
楚
的
關
係
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏

討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
柯
鶴
立
（Constance

A.Cook

）﹇
米
﹈
著
「
文
本
的

義
、〝
生
〞
與
〝
性
〞」

（
陳
致
主
編
『
簡
帛
・
經
典
・
古
史
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三

年
八
月
）



二
〇
一
三
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
八
二

・
孔
德
立
著
「
新
出
楚
簡
的
歷
史
失
憶
及
思
想
史
意
義
―
以
上
博
楚
簡
《
魯
邦
大

旱
》
爲
例
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討

會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
孔
德
立
・
楊
兆
貴
著
「
新
出
楚
簡
的
歷
史
失
憶
及
思
想
史
意
義
―
以
上
博
簡
《
魯

邦
大
旱
》
爲
例
」（『
江
漢
論
壇
』
二
〇
一
三
年
第
二
期
、湖
北
省
社
會
科
學
院
、

武
漢
）

・
來
國
龍
﹇
米
﹈
著
「
淸
華
簡
《
楚
居
》
所
見
楚
國
的
公
族
與
世
系
―
兼
論
《
楚
居
》

文
本
的
性
質
」（
陳
致
主
編
『
簡
帛
・
經
典
・
古
史
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
李
峰
著
「
淸
華
簡
〈
耆
夜
〉
初
讀
及
其
相
關
問
題
」（
李
宗
焜
主
編
『
第
四
屆
國

際
漢
學
會
議
論
文
集　

出
土
材
料
與
新
視
野
』
中
央
硏
究
院
、
臺
北
、
二
〇
一
三

年
九
月
）

・
李
家
浩
著
「
淸
華
竹
簡
《
耆
夜
》
的
飮
至
禮
」（
李
學
勤
主
編
・
淸
華
大
學
出

土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
出
土
文
獻
』
第
四
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
李
家
浩
著
「

枳
・
竹
枳
・
枳
銘
」（
中
國
文
化
遺
産
硏
究
院
編
『
出
土
文
獻

硏
究
』
第
一
二
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
李
均
明
著
「《
蟋
蟀
》
詩
主
旨
辨
―
由
淸
華
簡
〝
不
喜
不
樂
〞
談
起
」（
李
學
勤

主
編
・
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
出
土
文
獻
』
第
四
輯
、
中

西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
李
均
明
著
「
淸
華
簡
《
算
表
》
的
文
本
形
態
與
復
原
依
據
」（
中
國
文
化
遺
産

硏
究
院
編
『
出
土
文
獻
硏
究
』
第
一
二
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
三
年

一
二
月
）

・
李
均
明
著
「
伍
員
與
柏
擧
之
戰
―
從
淸
華
戰
國
簡
《
系
年
》
談
起
」（
羅
運
環

主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育

出
版
社
、
武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
李
均
明
・
馮
立
昇
著
「
淸
華
簡
《
算
表
》
槪
述
」（『
文
物
』
二
〇
一
三
年
第
八
期
、

文
物
出
版
社
、
北
京
）

・
李
鋭
著
「《
莊
子
・
篋
》
之
〝
十
二
世
有
齊
國
〞
補
論
」（
陳
致
主
編
『
簡
帛
・

經
典
・
古
史
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
李
鋭
著
「
讀
淸
華
簡
札
記
」（
卜
憲
群
・
楊
振
紅
主
編
『
簡
帛
硏
究
二
〇
一
二
』

廣
西
師
範
大
學
出
版
社
、
桂
林
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
）

・
李
鋭
著
「
讀
簡
札
記
二
則
」（
中
國
文
化
遺
産
硏
究
院
編
『
出
土
文
獻
硏
究
』

第
一
二
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
李
守
奎
著
「
淸
華
簡
《
系
年
》
所
記
楚
昭
王
時
期
呉
晉
聯
合
伐
楚
解
析
」（
羅

運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北

敎
育
出
版
社
、
武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
李
守
奎
著
「
淸
華
簡
《
系
年
》
中
的
〝

〞
字
與
陳
氏
」（『
中
國
文
字
硏
究
』

一
八
、
上
海
人
民
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
李
松
儒
著
「
論
上
博
八
《
成
王
既
邦
》
爲
幾
種
不
同
文
本
被
整
理
者
誤
合
爲
一

篇
」（
卜
憲
群
・
楊
振
紅
主
編
『
簡
帛
硏
究
二
〇
一
一
』
廣
西
師
範
大
學
出
版
社
、

桂
林
、
二
〇
一
三
年
六
月
）

・
李
天
虹
著
「《
孔
子
見
季
桓
子
》
字
形
簡
析
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與

先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
李
玉
閒
著
「《
楚
居
》
記
載
的
季
連
至
鬻
熊
遷
徙
與
活
動
地
域
考
述
」（
羅
運
環



漢
字
學
硏
究　

第
三
號

一
八
三

主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育

出
版
社
、
武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
李
學
勤
著
「
讀
《
繫
年
》
第
三
章
及
相
關
銘
文
札
記
」（
李
學
勤
主
編
・
淸
華

大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
出
土
文
獻
』
第
四
輯
、
中
西
書
局
、
上

海
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
李
學
勤
著
「
淸
華
簡
《
筮
法
》
與
數
字
卦
問
題
」（『
文
物
』
二
〇
一
三
年
第
八

期
、
文
物
出
版
社
、
北
京
）

・
梁
靜
著
「
上
博
楚
簡
《
從
政
》
硏
究
」（『
故
宮
博
物
院
院
刊
』
二
〇
一
三
年
第

四
期
、
北
京
）

・
梁
中
效
著
「
楚
國
〝
漢
北
〞
的
戰
略
地
位
述
論
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文

化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
廖
名
春
著
「
淸
華
簡
《
繫
年
》
管
窺
」（
靜
宜
大
學
中
國
文
學
系
・
中
國
文
字

學
會
主
編
『
第
二
十
三
屆
中
國
文
字
學
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
聖
環
圖
書

公
司
、
新
北
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）

・
廖
名
春
著
「
淸
華
簡
《
筮
法
》
篇
與
《
説
卦
傳
》」（『
文
物
』
二
〇
一
三
年
第

八
期
、
文
物
出
版
社
、
北
京
）

・
廖
名
春
・
趙
晶
著
「
淸
華
簡
《
説
命
（
上
）》
考
釋
」（『
史
學
史
硏
究
』

二
〇
一
三
年
第
二
期
、
北
京
師
範
大
學
史
學
硏
究
所
・
北
京
師
範
大
學
古
籍
硏

究
所
、
北
京
）

・
林
淸
源
著
「
九
店
56
號
楚
墓
第
１
―
３
號
簡
考
釋
」（
李
宗
焜
主
編
『
第
四
屆

國
際
漢
學
會
議
論
文
集　

出
土
材
料
與
新
視
野
』
中
央
硏
究
院
、
臺
北
、

二
〇
一
三
年
九
月
）

・
林
素
淸
著
「〈
上
博
八
〈
命
〉
篇
硏
究
」（
靜
宜
大
學
中
國
文
學
系
・
中
國
文
字

學
會
主
編
『
第
二
十
三
屆
中
國
文
字
學
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
聖
環
圖
書

公
司
、
新
北
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）

・
林
素
淸
著
「
談
戰
國
文
字
的
特
殊
形
構
―
承
繼
與
創
新
」（
李
宗
焜
主
編
『
第

四
屆
國
際
漢
學
會
議
論
文
集　

出
土
材
料
與
新
視
野
』
中
央
硏
究
院
、
臺
北
、

二
〇
一
三
年
九
月
）

・
劉
光
勝
著
「
禮
與
刑
：
淸
華
簡
《
保
訓
》
文
王
傳
〝
中
〞
的
兩
個
維
度
」（
羅

運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北

敎
育
出
版
社
、
武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
劉
光
勝
著
「
禮
與
刑
：《
保
訓
》
文
王
傳
〝
中
〞
的
兩
個
維
度
」（『
江
漢
論
壇
』

二
〇
一
三
年
第
一
期
、
湖
北
省
社
會
科
學
院
、
武
漢
）

・
劉
國
勝
著
「
望
山
楚
簡
名
物
考
釋
（
二
則
）」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與

先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
劉
國
忠
著「
從
淸
華
簡《
系
年
》看
周
平
王
東
遷
的
相
關
史
實
」（
陳
致
主
編『
簡

帛
・
經
典
・
古
史
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
劉
洪
濤
著
「
淸
華
簡
補
釋
四
則
」（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
一
三
年
第
一
期
、
陝

西
省
考
古
硏
究
院
、
西
安
）

・
劉
洪
濤
著
「
戰
國
文
字
考
釋
兩
篇
」（
中
國
文
化
遺
産
硏
究
院
編
『
出
土
文
獻

硏
究
』
第
一
二
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
劉
嬌
著
「
據
淸
華
簡
《
皇
門
》
校
讀
《
管
子
》
一
則
」（『
中
華
文
史
論
叢
』

二
〇
一
三
年
第
二
期
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
）

・
劉
俊
男
著
「
關
于
楚
史
的
幾
個
問
題
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先
秦



二
〇
一
三
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
八
四

歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、
二
〇
一
三

年
八
月
）

・
劉
麗
著
「
談
《
楚
居
》
中
〝
及
〞
字
的
一
個
特
殊
用
法
」（
李
學
勤
主
編
・
淸

華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
出
土
文
獻
』
第
四
輯
、
中
西
書
局
、

上
海
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
劉
全
志
著
「
論
淸
華
簡
《
系
年
》
的
性
質
」（『
中
原
文
物
』
二
〇
一
三
年
第
五

期
、
河
南
博
物
院
、
鄭
州
）

・
劉
信
芳
著
「
竹
書
《
凡
物
流
形
》
試
解
六
則
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化

與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
劉
信
芳
著
「
竹
書
《
楚
居
》〝
問
期
〞・〝
脇
出
〞・〝
熊
達
〞
的
釋
讀
與
史
實
」（『
江

漢
考
古
』
二
〇
一
三
年
第
一
期
、
湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
武
漢
）

・
盧
川
著
「
淸
華
簡
《
楚
居
》
與
早
期
楚
人
世
系
及
遷
徙
」（
羅
運
環
主
編
『
楚

簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、

武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
魯
金
良
著
「《
鮑
叔
牙
與
隰
朋
之
諫
》
與
《
荀
子
》
對
讀
」（
羅
運
環
主
編
『
楚

簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、

武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
呂
靜
・
程
博
麗
著
「
試
析
先
秦
時
期
楚
地
所
見
的
〝
盟
〞」（
羅
運
環
主
編
『
楚

簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、

武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
呂
佩
珊
著
「《
上
博
七
・
凡
物
流
行
》「
箸
不
與
事
」
釋
讀
」（
靜
宜
大
學
中
國

文
學
系
・
中
國
文
字
學
會
主
編
『
第
二
十
三
屆
中
國
文
字
學
國
際
學
術
硏
討
會

論
文
集
』
聖
環
圖
書
公
司
、
新
北
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）

・
呂
佩
珊
著
「《
上
博
七
・
呉
命
》
通
假
疑
例
討
論
」（
季
旭
昇
主
編
『
孔
壁
遺
文

論
集
』
藝
文
印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
羅
琨
著
「《
楚
居
》〝
必
夜
〞
與
商
代
的
〝
夕
〞
祭
」（
李
學
勤
主
編
・
淸
華
大

學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
出
土
文
獻
』
第
四
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
羅
小
華
著
「
楚
簡
札
記
三
則
」（
中
國
文
化
遺
産
硏
究
院
編
『
出
土
文
獻
硏
究
』

第
一
二
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
駱
珍
伊
著
「《
上
博
九
・
卜
書
》「
散
于
百
邦
」
小
議
」（
季
旭
昇
主
編
『
孔
壁

遺
文
論
集
』
藝
文
印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
馬
嘉
賢
著
「
以
淸
華
簡
《
祭
公
之
顧
命
》
第
十
一
簡
校
釋
《
逸
周
書
・
祭
公
》

二
則
」（
靜
宜
大
學
中
國
文
學
系
・
中
國
文
字
學
會
主
編
『
第
二
十
三
屆
中
國

文
字
學
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
聖
環
圖
書
公
司
、
新
北
、
二
〇
一
三
年

一
一
月
）

・
馬
楠
著
「
試
說
《
周
公
之
琴
舞
》〝
右
帝
在
路
〞」（
李
學
勤
主
編
・
淸
華
大
學

出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
出
土
文
獻
』
第
四
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
牛
鵬
濤
著
「
試
論
淸
華
簡
《
楚
居
》
之
古
史
觀
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文

化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
牛
鵬
濤
著
「
簡
帛
《
五
行
》
與
《
論
語
》〝
賢
賢
易
色
〞
新
釋
」（『
孔
子
硏
究
』

二
〇
一
三
年
第
五
期
、
齊
魯
書
社
、
濟
南
）

・
彭
邦
本
著
「
楚
文
化
西
漸
與
川
東
春
申
君
故
里
傳
説
初
探
」（
羅
運
環
主
編
『
楚



漢
字
學
硏
究　

第
三
號

一
八
五

簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、

武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
彭
裕
商
著
「
淸
華
簡
《
說
命
》
與
《
禮
記
·
緇
衣
》」（
李
學
勤
主
編
・
淸
華
大

學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
出
土
文
獻
』
第
四
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
彭
忠
德
著
「《
檮
杌
》
書
名
含
義
：
編
年
史
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與

先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
邱
德
修
著
「《
上
博
・
八
》「
二
聲
字
」
硏
究
」（
靜
宜
大
學
中
國
文
學
系
・
中

國
文
字
學
會
主
編
『
第
二
十
三
屆
中
國
文
字
學
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
聖

環
圖
書
公
司
、
新
北
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）

・
裘
錫
圭
著
「〝
東
皇
太
一
〞
與
〝
大

伏
羲
〞」（
陳
致
主
編
『
簡
帛
・
經
典
・

古
史
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
裘
錫
圭
著
「
出
土
文
獻
與
古
典
學
重
建
」（
李
學
勤
主
編
・
淸
華
大
學
出
土
文

獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
出
土
文
獻
』
第
四
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
單
育
辰
著
「《
昭
王
毁
室
》
的
再
硏
究
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先
秦

歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、
二
〇
一
三

年
八
月
）

・
單
育
辰
著
「
從
戰
國
簡
《
曹
沫
之
陳
》
再
談
今
本
《
呉
子
》・《
愼
子
》
的
眞
僞
」

（
中
國
文
化
遺
産
硏
究
院
編
『
出
土
文
獻
硏
究
』
第
一
二
輯
、中
西
書
局
、上
海
、

二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
單
周
堯
著
「
淸
華
簡
《
楚
居
》〝
渭
自
脅
出
〞
與
〝
巫
并

亓
脅
以
楚
〞
小
識
」

（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』

湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
單
周
堯
著
「
讀
淸
華
簡
《
楚
居
》〝
秉
𢆶
방
相
詈
冑
四
方
〞
小
識
」（
陳
致
主
編

『
簡
帛
・
經
典
・
古
史
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
申
超
著
「
淸
華
簡
《
程
寤
》
主
旨
試
探
」（『
管
子
學
刊
』
二
〇
一
三
年
第
一
期
、

山
東
理
工
大
學
齊
文
化
硏
究
院
、
淄
博
）

・
沈
建
華
著
「
從
淸
華
簡
《
楚
居
》
看
丹
淅
人
文
區
位
形
成
」（
羅
運
環
主
編
『
楚

簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、

武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
沈
建
華
著
「
試
說
淸
華
《
系
年
》
楚
簡
與
《
春
秋
左
傳
》
成
書
」（
陳
致
主
編
『
簡

帛
・
經
典
・
古
史
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
沈
培
著
「
關
於
《
上
博
（
八
）・
成
王
既
邦
》
二
號
簡
」（
陳
致
主
編
『
簡
帛
・

經
典
・
古
史
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
宋
鎮
豪
著
「
談
談
商
代
開
國
名
臣
伊
尹
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先

秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
蘇
建
洲
著
「《
楚
居
》
簡
9
〝
直
〞
字
及
相
關
諸
字
考
釋
」（
羅
運
環
主
編
『
楚

簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、

武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
蘇
建
洲
著
「
論
《
競
平
王
問
鄭
壽
》
簡
7
〝
民
是
瞻
望
〞
的
兩
個
問
題
」（
陳

致
主
編
『
簡
帛
・
經
典
・
古
史
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
蘇
建
洲
著
「《
上
博
八
·
命
》
簡
9
〝
必
内
瓜
之
於
十
友
又
三
〞
釋
讀
」（
卜
憲

群
・
楊
振
紅
主
編
『
簡
帛
硏
究
二
〇
一
一
』
廣
西
師
範
大
學
出
版
社
、
桂
林
、



二
〇
一
三
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
八
六

二
〇
一
三
年
六
月
）

・
蘇
建
洲
著
「
楚
文
字
考
釋
兩
則
」（
季
旭
昇
主
編
『
孔
壁
遺
文
論
集
』
藝
文
印

書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
蘇
建
洲
著
「
淸
華
三
《
周
公
之
琴
舞
》・《
良
臣
》・《
祝
辭
》
硏
讀
札
記
」（『
中

國
文
字
』
新
三
九
期
、
藝
文
印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
唐
洪
志
著
「
説
《
容
成
氏
》〝
民
乃
賽
〞
及
相

問
題
」（『
文
物
』
二
〇
一
三

年
第
八
期
、
文
物
出
版
社
、
北
京
）

・
湯
漳
平
著
「
從
出
土
文
獻
看
《
詩
》《
騷
》
之
承
傳
」（『
中
州
學
刊
』

二
〇
一
三
年
第
二
期
、
河
南
省
社
會
科
學
院
、
鄭
州
）

・
陶
磊
著
「《
太
一
生
水
》
的
再
認
識
―
以
宇
宙
論
爲
中
心
」（
卜
憲
群
・
楊
振
紅

主
編
『
簡
帛
硏
究
二
〇
一
一
』
廣
西
師
範
大
學
出
版
社
、
桂
林
、
二
〇
一
三
年

六
月
）

・
王
暉
著
「
從
從
楚
簡
論
早
期
儒
家
的
〝
智
聖
説
〞」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文

化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
王
暉
著
「
春
秋
早
期
周
王
室
王
位
世
系
變
局
考
異
―
兼
説
淸
華
簡
《
系
年
》〝
周

亡
王
九
年
〞」（『
人
文
雜
誌
』
二
〇
一
三
年
第
五
期
、
陝
西
省
社
會
科
學
院
、

西
安
）

・
王
輝
著
「
一
粟
居
讀
簡
記
（
二
）」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史

文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、
二
〇
一
三
年
八

月
）

・
王
輝
著
「
一
粟
居
讀
簡
記
（
四
）」（
李
宗
焜
主
編
『
第
四
屆
國
際
漢
學
會
議
論

文
集　

出
土
材
料
與
新
視
野
』
中
央
硏
究
院
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年
九
月
）

・
王
坤
鵬
著
「
楚
簡
《
容
成
氏
》
新
識
」（『
中
國
國
家
博
物
館
館
刊
』
二
〇
一
三

年
第
一
期
、
北
京
）

・
王
偉
著
「
由
淸
華
簡
《
楚
居
》〝
秦
溪
之
上
〞
説
起
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚

文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
王
雲
飛
著
「
淸
華
簡
《
尹
至
》
補
釋
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先
秦

歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、
二
〇
一
三

年
八
月
）

・
王
志
平
著
「
淸
華
簡
《
周
公
之
琴
舞
》
樂
制
探
微
」（
李
學
勤
主
編
・
淸
華
大

學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
出
土
文
獻
』
第
四
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
王
志
平
著
「
淸
華
簡
《
耆
夜
》
中
與
音
樂
有
關
的
術
語
〝
終
〞」（
羅
運
環
主
編

『
楚
簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版

社
、
武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
王
准
著
「
包
山
楚
簡
所
見
楚
邑
新
探
」（『
中
國
史
硏
究
』
二
〇
一
三
年
第
一
期
、

中
國
社
會
科
學
院
歷
史
硏
究
所
、
北
京
）

・
王
子
今
著
「
丹
江
通
道
與
早
期
楚
文
化
―
淸
華
簡
《
楚
居
》
箚
記
」（
陳
致
主

編
『
簡
帛
・
經
典
・
古
史
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
王
祖
龍
著
「
楚
簡
帛
筆
法
與
隸
變
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先
秦
歷

史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、
二
〇
一
三
年

八
月
）

・
魏
棟
著
「
淸
華
簡
《
系
年
》〝
周
亡
王
九
年
〞
及

周
之
際
相
關
問
題
新
探
」（
羅

運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
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敎
育
出
版
社
、
武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・

可
晶
著
「
説
上
博
簡
《
容
成
氏
》〝
民
乃
宜
怨
〞
的
〝
宜
〞
及
古
書
中
的
相

關
字
詞
」（
中
國
文
化
遺
産
硏
究
院
編
『
出
土
文
獻
硏
究
』
第
一
二
輯
、
中
西

書
局
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・

可
晶
著
「
釋
上
博
楚
簡
中
的
所
謂
「
逐
」
字
」（
卜
憲
群
・
楊
振
紅
主
編
『
簡

帛
硏
究
二
〇
一
二
』
廣
西
師
範
大
學
出
版
社
、
桂
林
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
）

・

可
晶
著
「《
上
博
（
九
）・
擧
治
王
天
下
》〝
文
王
訪
之
於
尚
父
擧
治
〞
篇
編

連
小
議
」（『
中
國
文
字
』
新
三
九
期
、
藝
文
印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年

一
二
月
）

・
呉
成
國
・
王
佳
著
「
楚
簡
所
見
祈
求
巫
術
述
論
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文

化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
呉
良
寶
著
「
包
山
楚
簡
〝

易
〞
考
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先
秦

歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、
二
〇
一
三

年
八
月
）

・
呉
夏
郞
著
「《
容
成
氏
》「
죹
」
字
考
―
兼
論
「

」・「
稽
」
二
字
關
係
」（『
中

國
文
字
』
新
三
九
期
、
藝
文
印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
呉
曉
懿
著
「
戰
國
時
期
書
寫
群
體
硏
究
」（『
中
國
國
家
博
物
館
館
刊
』
二
〇
一
三

年
第
四
期
、
北
京
）

・
呉
洋
著
「
從
《
周
頌
·
敬
之
》
看
《
周
公
之
琴
舞
》
的
性
質
」（
中
國
文
化
遺

産
硏
究
院
編
『
出
土
文
獻
硏
究
』
第
一
二
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
三

年
一
二
月
）

・
夏
含
夷
（Edw

ard
L.Shaughnessy

）﹇
米
﹈
著
「
紀
年
形
式
與
史
書
之
起
源
」

（
陳
致
主
編
『
簡
帛
・
經
典
・
古
史
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三

年
八
月
）

・
夏
麥
陵
著
「
淸
華
簡
《
楚
居
》
中
夷
屯
和
發
漸
地
望
試
探
」（
羅
運
環
主
編
『
楚

簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、

武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
夏
麥
陵
著
「
初
讀
淸
華
簡
《
楚
居
》
的
古
史
傳
説
―
對
有
關
《
楚
居
》
古
史
傳

説
硏
究
的
一
點
思
考
」（『
中
國
國
家
博
物
館
館
刊
』
二
〇
一
三
年
第
一
一
期
、

北
京
）

・
蕭
聖
中
著
「
曾
侯
乙
墓
簡
與
江
陵
天
星
觀
一
號
墓
簡
從
〝
爭
〞
之
字
」（
羅
運

環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎

育
出
版
社
、
武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
謝
維
揚
著
「《
楚
居
》
中
季
連
年
代
問
題
小
議
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化

與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
謝
偉
峰
著
「
斷
簡
殘
篇
寫
新
知
―
評
謝
耀
亭
《
從
出
土
簡
帛
看
思
孟
學
派
的
内

聖
外
王
思
想
》」（『
文
博
』
二
〇
一
三
年
第
一
期
、
陝
西
省
文
物
局
、
西
安
）

・
謝
向
榮
著
「
上
博
簡
《
周
易
·
旅
》
初
六
爻
辭
考
釋
」（
陳
致
主
編
『
簡
帛
・

經
典
・
古
史
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
邢
文
﹇
米
﹈
著
「《
尹
至
》〝
夏
有
祥
〞
小
議
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化

與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
邢
文
﹇
米
﹈
著
「
思
孟
〝
五
行
〞
與
《
五
行
》
的
結
構
」（
陳
致
主
編
『
簡
帛
・

經
典
・
古
史
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）



二
〇
一
三
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
八
八

・
邢
文
﹇
米
﹈
著
「
達
慕
思
―
淸
華
〝
淸
華
簡
〞
國
際
學
術
硏
討
會
綜
述
」（『
文
物
』

二
〇
一
三
年
第
一
二
期
、
文
物
出
版
社
、
北
京
）

・
許
文
獻
著
「
釋
「
裘
」
―
兼
談
上
博
《
凡
物
流
行
》
甲
本
簡
17
之
編
聯
問
題
」（
靜

宜
大
學
中
國
文
學
系
・
中
國
文
字
學
會
主
編
『
第
二
十
三
屆
中
國
文
字
學
國
際

學
術
硏
討
會
論
文
集
』
聖
環
圖
書
公
司
、
新
北
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）

・
徐
文
武
著
「
從
新
蔡
楚
簡
探
楚
族
的
起
源
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與

先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
玄
華
著
「
論
郭
店
楚
簡
《
太
一
生
水
》
文
本
内
涵
・
結
構
與
性
質
」（『
中
州
學

刊
』
二
〇
一
三
年
第
八
期
、
河
南
省
社
會
科
學
院
、
鄭
州
）

・
禢
健
聰
著
「
上
博
藏
簡
《
緇
衣
》
篇
「

」
字
考
釋
」（
卜
憲
群
・
楊
振
紅
主

編
『
簡
帛
硏
究
二
〇
一
二
』
廣
西
師
範
大
學
出
版
社
、
桂
林
、
二
〇
一
三
年

一
〇
月
）

・
禤
健
聰
著
「
淸
華
藏
簡
異
文
釋
讀
二
題
」（『
江
漢
考
古
』
二
〇
一
三
年
第
二
期
、

湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
武
漢
）

・
禤
健
聰
著
「
戰
國
文
字
釋
讀
辨
疑
（
四
篇
）」（『
中
國
文
字
』
新
三
九
期
、
藝

文
印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
禤
健
聰
著
「
説
〝

〞」（『
中
國
文
字
硏
究
』
一
八
、上
海
人
民
出
版
社
、上
海
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
蕭
攀
著
「
包
山
簡
文
字
補
釋
三
則
」（『
中
國
文
字
硏
究
』
一
八
、
上
海
人
民
出

版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
蕭
藝
曉
著
「
試
論
淸
華
竹
書
伊
尹
三
篇
的
關
聯
」（
武
漢
大
學
簡
帛
硏
究
中
心

主
辦
『
簡
帛
』
第
八
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
）

・
晏
昌
貴
著
「
包
山
楚
簡
〝
越
異
〞
小
考
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先

秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
楊
華
著
「
楚
簡
札
記
三
則
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化

國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
楊
蒙
生
著
「
淸
華
簡
《
祭
公
之
顧
命
》〝
康

之
，保
懷
之
，
諮
母
夕
要
〞
句
解
」

（
中
國
文
化
遺
産
硏
究
院
編
『
出
土
文
獻
硏
究
』
第
一
二
輯
、中
西
書
局
、上
海
、

二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
楊
兆
貴
著
「
淸
華
簡
《
皇
門
》
與
《
逸
周
書
・
皇
門
解
》
篇
校
釋
」（
羅
運
環

主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育

出
版
社
、
武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
姚
蘇
傑
著
「
淸
華
簡
《
尹
誥
》〝
一
德
〞
論
析
」（『
中
華
文
史
論
叢
』

二
〇
一
三
年
第
二
期
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
）

・
尹
弘
兵
著
「《
楚
居
》
中
楚
先
祖
的
年
代
問
題
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化

與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
尹
弘
兵
・
呉
義
斌
著
「〝
京
宗
〞
地
望
辨
析
」（『
江
漢
考
古
』
二
〇
一
三
年
第

一
期
、
湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
武
漢
）

・
于
文
哲
著
「
淸
華
簡
《
楚
居
》
中
的
山
與
神
」（『
中
國
文
化
硏
究
』
二
〇
一
三

年
第
三
期
、
北
京
語
言
大
學
、
北
京
）

・
袁
建
平
著
「
中
國
早
期
國
家
時
期
的
邦
國
與
方
國
」（『
歷
史
硏
究
』
二
〇
一
三

年
第
一
期
、
中
國
社
會
科
學
院
、
北
京
）

・
袁
金
平
著
「
淸
華
簡
《
系
年
》〝
徒
林
〞
考
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
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先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
張
玉
金
著
「
出
土
戰
國
文
獻
中
的
動
詞
〝
往
〞」（
李
學
勤
主
編
・
淸
華
大
學
出

土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
出
土
文
獻
』
第
四
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、

二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
張
玉
金
著
「
出
土
戰
國
文
獻
中
的
否
定
副
詞
〝
弗
〞」（『
語
文
硏
究
』

二
〇
一
三
年
第
四
期
、
山
西
省
社
會
科
學
院
、
太
原
）

・
張
玉
金
著
「
出
土
戰
國
文
獻
中
〝
毋
〞
字
句
的
句
法
分
析
」（『
殷
都
學
刊
』

二
〇
一
三
年
第
三
期
、
安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
張
玉
金
著
「
出
土
戰
國
文
獻
中
的
否
定
副
詞
〝
未
〞」（『
語
言
硏
究
』

二
〇
一
三
年
第
一
期
、
華
中
科
技
大
學
、
武
漢
）

・
張
玉
金
著
「
出
土
戰
國
文
獻
中
的
否
定
副
詞
〝
弗
〞」（『
中
國
語
文
』

二
〇
一
三
年
第
三
期
、
山
西
省
社
會
科
學
院
、
太
原
）

・
張
振
謙
著
「
釋
〝
冠
〞・〝
完
〞」（『
中
國
文
字
硏
究
』
一
八
、上
海
人
民
出
版
社
、

上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
趙
炳
淸
著
「《
仲
弓
》
篇
中
孔
子
思
想
探
析
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與

先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
趙
桂
芳
著
「
淸
華
戰
國
竹
簡
《
筮
法
》
卷
册
的
揭
取
保
護
」（
李
學
勤
主
編
・

淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
出
土
文
獻
』
第
四
輯
、中
西
書
局
、

上
海
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
趙
平
安
著
「《
呉
越
春
秋
》〝
徙
于

若
〞
考
辨
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文

化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
趙
平
安
著
「《
楚
居
》〝
爲
郢
〞
考
」（
陳
致
主
編
『
簡
帛
・
經
典
・
古
史
』
上

海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
鄭
吉
雄
著
「
先
秦
經
典
〝
中
〞
字
字
義
分
析
―
兼
論
《
保
訓
》〝
中
〞
字
」（
陳

致
主
編
『
簡
帛
・
經
典
・
古
史
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
鄭
威
著
「
楚

陽
君
・
彭
城
君
・
夏
侯
封
邑
地
望
考
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡

楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武

漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
周
書
燦
著
「
上
博
簡
《
容
成
氏
》
九
州
補
論
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化

與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
周
彦
民
著
「
淸
華
簡
〝
武
王
戡
黎
〞
考
辨
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與

先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
周
運
中
著
「《
楚
居
》
東
周
之
前
地
理
考
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先

秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
朱
鳳
瀚
著
「
讀
淸
華
楚
簡
《
金
縢
》
兼
論
相
關
問
題
」（
陳
致
主
編
『
簡
帛
・

經
典
・
古
史
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
朱
鳳
瀚
著
「
淸
華
簡
〈
繫
年
〉
所
記
西
周
史
事
考
」（
李
宗
焜
主
編
『
第
四
屆

國
際
漢
學
會
議
論
文
集　

出
土
材
料
與
新
視
野
』
中
央
硏
究
院
、
臺
北
、

二
〇
一
三
年
九
月
）

・
朱
曉
雪
著「
包
山
卜
筮
祭
禱
簡
字
跡
分
類
分
析
」（
中
國
文
化
遺
産
硏
究
院
編『
出



二
〇
一
三
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
九
〇

土
文
獻
硏
究
』
第
一
二
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
宗
靜
航
著
「《
尚
書
・
説
命
》
臆
説
」（
陳
致
主
編
『
簡
帛
・
經
典
・
古
史
』
上

海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
鄒
濬
智
著
「
筆
跡
鑑
識
在
竹
簡
辨
僞
方
面
的
應
用
│
以
浙
江
大
學
藏
戰
國
楚
簡

爲
例
」（
季
旭
昇
主
編
『
孔
壁
遺
文
論
集
』
藝
文
印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
三

年
八
月
）

﹇
古
文
字
總
合
﹈

・
蔡
英
傑
著
「
從
〝
氏
〞
的
本
義
看
氏
與
姓
・
氏
與
族
之
閒
的
關
係
」（『
中
州
學

刊
』
二
〇
一
三
年
第
三
期
、
河
南
省
社
會
科
學
院
、
鄭
州
）

・
陳
嘉
凌
著
「「
士
」・「
土
」
辨
」（
靜
宜
大
學
中
國
文
學
系
・
中
國
文
字
學
會
主

編
『
第
二
十
三
屆
中
國
文
字
學
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
聖
環
圖
書
公
司
、

新
北
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）

・
陳
劍
著
「「
備
子
之
責
」
與
「
唐
取
婦
好
」」（
李
宗
焜
主
編
『
第
四
屆
國
際
漢

學
會
議
論
文
集　

出
土
材
料
與
新
視
野
』
中
央
硏
究
院
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年

九
月
）

・
陳
劍
著
「
釋
〝
茵
〞
及
相
關
諸
字
」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中

心
編
『
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
』
第
五
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
三
年
九
月
）

・
陳
紹
慈
著
「「
畫
」
字
「
畫
」
文
化
新
探
―
以
先
秦
文
物
印
證
文
字
形
構
」（
靜

宜
大
學
中
國
文
學
系
・
中
國
文
字
學
會
主
編
『
第
二
十
三
屆
中
國
文
字
學
國
際

學
術
硏
討
會
論
文
集
』
聖
環
圖
書
公
司
、
新
北
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）

・
董
珊
著
「
從
出
土
文
獻
談
曾
分
爲
三
」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究

中
心
編
『
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
』
第
五
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
三
年
九
月
）

・
方
法
斂
（Frank

H
.Chalfant

）﹇
米
﹈
著
・
黃
看
山
譯
「
中
國
古
代
文
字
考
」

（
宋
鎭
豪
主
編
『
甲
骨
文
與
殷
商
史
』
新
三
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
三
年
四
月
）

・
高
江
濤
著
「
河
南
淅
川
下
王
崗
遺
址
西
周
遺
存
新
發
現
與
早
期
楚
文
化
問
題
」

（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』

湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
郭
靜
雲
著
「
殷
周
王
家
關
係
硏
究
」（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
一
三
年
第
二
期
、

陝
西
省
考
古
硏
究
院
、
西
安
）

・
郭
永
秉
著「
從
戰
國
楚
系〝
乳
〞字
的
辨
釋
談
到
戰
國
銘
刻
中
的〝
乳（
孺
）子
〞」

（
陳
致
主
編
『
簡
帛
・
經
典
・
古
史
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三

年
八
月
）

・
何
晉
著
「
淺
議
簡
册
制
度
中
的
〝
序
連
〞
―
以
出
土
戰
國
秦
漢
簡
爲
例
」（
武

漢
大
學
簡
帛
硏
究
中
心
主
辦
『
簡
帛
』
第
八
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
三
年
一
〇
月
）

・
何
景
成
著
「
試
論
裸
禮
的
用
玉
制
度
」（『
華
夏
考
古
』
二
〇
一
三
年
第
二
期
、

河
南
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
鄭
州
）

・
黃
錦
前
著
「
荊
子
鼎
與
成
王
岐
陽
之
盟
」（『
中
國
國
家
博
物
館
館
刊
』

二
〇
一
三
年
第
九
期
、
北
京
）

・
黃
敬
剛
著
「
古
隨
地
曾
・
噩
・
歷
三
國
考
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與

先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）



漢
字
學
硏
究　

第
三
號

一
九
一

・
黃
錫
全
著
「
解
析
一
枚
珍
稀
環
錢
―
出
土
文
獻
・
傳
世
文
獻
・
古
幣
文
字
互
證

之
一
例
」（
李
學
勤
主
編
・
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
出
土

文
獻
』
第
四
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
蔣
書
紅
著
「
論
甲
金
文
〝
册
〞
之
造
形
依
据
及
簡
牘
的
出
現
時
代
」（『
殷
都
學

刊
』
二
〇
一
三
年
第
四
期
、
安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
靳
騰
飛
著
「
楚
文
字
〝
聞
〞・〝
問
〞
考
論
―
兼
談
《
凡
物
流
形
》〝
聞
〝
字
的

讀
法
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論

文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
李
春
桃
著「
古
文
形
體
三
考
」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編『
出

土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
』
第
五
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年

九
月
）

・
李
零
著
「《
西
伯
戡
黎
》
的
再
認
識
―
讀
淸
華
楚
簡
《
耆
夜
》
篇
」（
陳
致
主
編

『
簡
帛
・
經
典
・
古
史
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
林
小
安
著
「
古
文
字
〝

〞
字
考
辨
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先
秦

歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、
二
〇
一
三

年
八
月
）

・
劉
志
基
著
「
先
秦
出
土
文
獻
字
頻
狀
況
的
古
文
字
硏
究
認
識
價
値
」（『
中
國
文

字
硏
究
』
一
八
、
上
海
人
民
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
盧
金
峰
著
「
論
〝
疋
戈
爲
武
〞
的
形
成
和
會
意
」（『
殷
都
學
刊
』
二
〇
一
三
年

第
四
期
、
安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
龐
光
華
著
「〝
李
〞
字
形
聲
結
構
新
考
」（『
中
國
文
字
硏
究
』
一
八
、
上
海
人

民
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
彭
慧
賢
著
「
殷
商
至
秦
代
出
土
文
獻
時
稱
的
文
字
現
象
」（
靜
宜
大
學
中
國
文

學
系
・
中
國
文
字
學
會
主
編
『
第
二
十
三
屆
中
國
文
字
學
國
際
學
術
硏
討
會
論

文
集
』
聖
環
圖
書
公
司
、
新
北
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）

・
宋
鎭
豪
著
「
甲
骨
金
文
中
所
見
的
殷
商
建
築
稱
名
」（
宋
鎭
豪
主
編
『
甲
骨
文

與
殷
商
史
』
新
三
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
四
月
）

・
湯
志
彪
著
「
戰
國
璽
印
文
字
考
釋
（
十
二
則
）」（『
中
國
文
字
硏
究
』
一
七
、

華
東
師
範
大
學
等
編
、
上
海
人
民
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
三
月
）

・
王
暉
著
「
甲
骨
金
文

・

・

爲
〝
雙
音
詞
組
文
字
〞
説
」（『
殷
都
學
刊
』

二
〇
一
三
年
第
二
期
、
安
陽
師
範
學
院
、
安
陽
）

・
王
輝
著
「
一
粟
居
讀
簡
記
（
三
）」（
陳
致
主
編
『
簡
帛
・
經
典
・
古
史
』
上
海

古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
王
瑜
楨
著
「
談
古
文
字
中
老
旁
與
旁
的
訛
混
現
象
」（
季
旭
昇
主
編
『
孔
壁
遺

文
論
集
』
藝
文
印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
王
子
今
著
「〝
武
候
〞
瓦
當
與
戰
國
秦
漢
武
關
道
交
通
」（『
文
博
』
二
〇
一
三

年
第
六
期
、
陝
西
省
文
物
局
、
西
安
）

・
魏
慈
德
著
「
楚
器
楚
簡
文
中
所
表
現
出
的
楚
人
用
字
特
色
」（
靜
宜
大
學
中
國

文
學
系
・
中
國
文
字
學
會
主
編
『
第
二
十
三
屆
中
國
文
字
學
國
際
學
術
硏
討
會

論
文
集
』
聖
環
圖
書
公
司
、
新
北
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）

・
呉
國
昇
著
「
春
秋
時
期
楚
系
文
字
地
域
性
特
徵
字
形
擧
例
」（
羅
運
環
主
編
『
楚

簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、

武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
徐
寶
貴
著
「
同
系
文
字
中
的
文
字
異
形
現
象
」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文

字
硏
究
中
心
編
『
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
』
第
五
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、

上
海
、
二
〇
一
三
年
九
月
）



二
〇
一
三
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
九
二

・
徐
在
國
著
「
談
楚
文
字
中
從
〝
胖
〞
的
幾
個
字
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文

化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
許
慜
慧
著
「
古
文
字
資
料
中
所
見
職
官
考
釋
二
則
」（
季
旭
昇
主
編
『
孔
壁
遺

文
論
集
』
藝
文
印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
楊
劍
虹
著
「
試
論
齊
桓
公
的
經
濟
改
革
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先

秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
楊
蒙
生
著
「
釋
〝
夃
（
股
）〞
小
史
」（
李
學
勤
主
編
・
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏

究
與
保
護
中
心
編
『
出
土
文
獻
』
第
四
輯
、
中
西
書
局
、
上
海
、
二
〇
一
三
年

一
二
月
）

・
楊
運
庚
著
「
今
文
《
周
書
》
顏
色
詞
硏
究
―
兼
與
甲
骨
文
・
金
文
・《
詩
經
》

比
較
」（『
人
文
雜
誌
』
二
〇
一
三
年
第
二
期
、
陝
西
省
社
會
科
學
院
、
西
安
）

・
張
國
碩
・
王
瓊
著
「
試
析
夏
商
周
時
期
的
曾
國
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文

化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
張
榮
焜
著
「「
金
」・「
處
」・「
亂
」
諸
字
、
探
討
文
字
演
變
的
一
些
情
況
及
問
題
」

（
靜
宜
大
學
中
國
文
學
系
・
中
國
文
字
學
會
主
編
『
第
二
十
三
屆
中
國
文
字
學

國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
聖
環
圖
書
公
司
、
新
北
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）

・
張
新
俊
著
「
据
新
出
楚
簡
談
談
甲
骨
卜
辭
中
的
〝
梏
〞・〝
圉
〞
等
字
」（
羅
運

環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎

育
出
版
社
、
武
漢
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
趙
林
著
「
說
尸
及
《
山
海
經
》
的
諸
尸
」（
宋
鎭
豪
主
編
『
甲
骨
文
與
殷
商
史
』

新
三
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
四
月
）

・
鄭
慧
生
著
「
釋
〝
丁
〞」（
宋
鎭
豪
主
編
『
甲
骨
文
與
殷
商
史
』
新
三
輯
、
上
海

古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
四
月
）

・
周
忠
兵
著
「
說
古
文
字
中
的
〝
戴
〞
字
及
相
關
問
題
」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻

與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
』
第
五
輯
、
上
海
古
籍
出

版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
九
月
）

・
朱
德
熙
著
「
古
文
字
考
釋
三
篇
」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心

編
『
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
』
第
五
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
三
年
九
月
）

・
朱

祥
著
「
由
金
文
字
形
評
估
淸
華
藏
戰
國
竹
簡
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚

文
化
與
先
秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
鄒
濬
智
著
「
從
古
文
字
角
度
看
《
山
海
經
・
海
經
》
部
分
「
一
曰
」
成
因
―
兼

談
《
海
經
》
成
書
時
地
」（
靜
宜
大
學
中
國
文
學
系
・
中
國
文
字
學
會
主
編
『
第

二
十
三
屆
中
國
文
字
學
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
聖
環
圖
書
公
司
、
新
北
、

二
〇
一
三
年
一
一
月
）

﹇
そ
の
他
﹈

・
程
少
軒
著
「
談
談
北
大
漢
簡
《
周
訓
》
的
幾
個
問
題
」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻

與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
』
第
五
輯
、
上
海
古
籍
出

版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
九
月
）

・
高
佑
仁
著
「
談
溫
縣
盟
書
裡
幾
位
參
盟
者
之
名
」（
季
旭
昇
主
編
『
孔
壁
遺
文

論
集
』
藝
文
印
書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年
八
月
）



漢
字
學
硏
究　

第
三
號

一
九
三

・
韓
巍
著
「
北
大
秦
簡
《
算
書
》
土
地
面
積
類
算
題
初
識
」（
武
漢
大
學
簡
帛
硏

究
中
心
主
辦
『
簡
帛
』
第
八
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年

一
〇
月
）

・
韓
祖
倫
著
「
新
見
戰
國
古
璽
三
十
一
例
」（『
中
國
文
字
硏
究
』
一
七
、
華
東
師

範
大
學
等
編
、
上
海
人
民
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
三
月
）

・
梁
靜
著
「
出
土
《
蒼
頡
篇
》〝
姓
名
簡
〞
硏
究
」（
武
漢
大
學
簡
帛
硏
究
中
心
主

辦
『
簡
帛
』
第
八
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
）

・
劉
國
勝
著
「
北
大
藏
秦
簡
讀
後
記
」（
武
漢
大
學
簡
帛
硏
究
中
心
主
辦
『
簡
帛
』

第
八
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
）

・
劉
洪
濤
著
「
古
璽
文
字
考
釋
四
篇
」（『
中
國
文
字
硏
究
』
一
八
、
上
海
人
民
出

版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
劉
秋
瑞
著
「
再
談
商
水
扶
蘇
城
出
土
的
陶
文
」（『
中
國
國
家
博
物
館
館
刊
』

二
〇
一
三
年
第
四
期
、
北
京
）

・
羅
積
勇
・
周
麗
霞
著
「〝
埋
〞
字
形
義
考
」（
羅
運
環
主
編
『
楚
簡
楚
文
化
與
先

秦
歷
史
文
化
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』
湖
北
敎
育
出
版
社
、
武
漢
、

二
〇
一
三
年
八
月
）

・
田
天
著
「
北
大
秦
簡
《
祓
除
》
初
識
」（
武
漢
大
學
簡
帛
硏
究
中
心
主
辦
『
簡
帛
』

第
八
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
）

・
王
蘊
智
著
「
中
原
出
土
商
代
玉
石
文
及
其
釋
讀
」（『
中
國
國
家
博
物
館
館
刊
』

二
〇
一
三
年
第
四
期
、
北
京
）

・
魏
克
彬
（Crispin W

illiam
s

）﹇
英
﹈
著
「
溫
縣
盟
書T4K5

・T4K6

・T4K11

盟
辭
釋
讀
」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心
編
『
出
土
文
獻
與
古

文
字
硏
究
』
第
五
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
九
月
）

・
辛
德
勇
著
「
北
京
大
學
藏
秦
水
陸
里
程
簡
册
初
步
硏
究
」（
李
學
勤
主
編
・
淸

華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
出
土
文
獻
』
第
四
輯
、
中
西
書
局
、

上
海
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

・
辛
德
勇
著
「
北
京
大
學
藏
秦
水
陸
里
程
簡
册
的
性
質
和
擬
名
問
題
」（
武
漢
大

學
簡
帛
硏
究
中
心
主
辦
『
簡
帛
』
第
八
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、

二
〇
一
三
年
一
〇
月
）

・
張
道
昇
著
「
讀
侯
馬
盟
書
文
字
札
記
三
則
」（『
江
漢
考
古
』
二
〇
一
三
年
第
四

期
、
湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
、
武
漢
）

・
朱
鳳
瀚
著
「
北
大
秦
簡
《
公
子
從
軍
》
的
編
連
與
初
讀
」（
武
漢
大
學
簡
帛
硏

究
中
心
主
辦
『
簡
帛
』
第
八
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年

一
〇
月
）

﹇
硏
究
動
向
﹈

・
卜
憲
群
著
「
新
世
紀
以
來
中
國
簡
帛
硏
究
的
基
本
狀
況
（
二
〇
〇
〇
〜

二
〇
一
二
年
）」（
渡
邉
義
浩
編
『
中
國
新
出
資
料
學
の
展
開
』
汲
古
書
院
、
東

京
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

・
池
田
知
久
﹇
日
﹈
著
「
日
本
的
中
國
簡
帛
硏
究
的
課
題
與
展
望
―
以
中
國
思
想

史
硏
究
爲
中
心
」（
卜
憲
群
・
楊
振
紅
主
編
『
簡
帛
硏
究
二
〇
一
一
』
廣
西
師

範
大
學
出
版
社
、
桂
林
、
二
〇
一
三
年
六
月
）

・
何
有
祖
著
「
二
〇
一
二 

年
戰
國
出
土
文
獻
硏
究
槪
述
」（
武
漢
大
學
簡
帛
硏
究

中
心
主
辦
『
簡
帛
』
第
八
輯
、上
海
古
籍
出
版
社
、上
海
、二
〇
一
三
年
一
〇
月
）

・
鷲
尾
祐
子
﹇
日
﹈
撰
・
單
印
飛
編
譯
「
二
〇
一
一
年
日
本
的
戰
國
・
秦
漢
史
硏

究
」（『
中
國
史
硏
究
動
態
』
二
〇
一
三
年
第
四
期
、
中
國
社
會
科
學
院
歷
史
硏



二
〇
一
三
年　

古
文
字
學
論
著
目

一
九
四

究
所
中
國
史
硏
究
雜
誌
社
、
北
京
）

・
魯
家
亮
著
「
２
０
１
２
年
秦
漢
魏
晉
簡
牘
硏
究
槪
述
」（
武
漢
大
學
簡
帛
硏
究
中

心
主
辦
『
簡
帛
』
第
八
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
）

・
苗
利
娟
著
「
宋
至
淸
末
商
代
金
文
的
著
錄
與
硏
究
槪
述
」（『
中
國
史
硏
究
動
態
』

二
〇
一
三
年
第
二
期
、
中
國
社
會
科
學
院
歷
史
硏
究
所
中
國
史
硏
究
雜
誌
社
、

北
京
）

・
苗
利
娟
著
「
二
〇
世
紀
初
至
今
商
代
銅
器
銘
文
的
著
錄
與
硏
究
槪
述
」（『
中
國

史
硏
究
動
態
』
二
〇
一
三
年
第
三
期
、
中
國
社
會
科
學
院
歷
史
硏
究
所
中
國
史

硏
究
雜
誌
社
、
北
京
）

・
柿
沼
陽
平
﹇
日
﹈
著
「
日
本
的
中
國
出
土
簡
帛
硏
究
論
著
目
錄
（
一
）（1910

―2011

）」（
卜
憲
群
・
楊
振
紅
主
編
『
簡
帛
硏
究
二
〇
一
一
』
廣
西
師
範
大
學

出
版
社
、
桂
林
、
二
〇
一
三
年
六
月
）

・
柿
沼
陽
平
﹇
日
﹈
著
「
日
本
的
中
國
出
土
簡
帛
硏
究
論
著
目
錄
（
二
）（1910

―2011

）」（
卜
憲
群
・
楊
振
紅
主
編
『
簡
帛
硏
究
二
〇
一
二
』
廣
西
師
範
大
學

出
版
社
、
桂
林
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
）

・
水
野
卓
﹇
日
﹈
撰
・
楊
振
紅
編
譯
「
二
〇
一
一
年
日
本
的
殷
・
周
・
春
秋
史
硏
究
」

（『
中
國
史
硏
究
動
態
』
二
〇
一
三
年
第
二
期
、
中
國
社
會
科
學
院
歷
史
硏
究
所

中
國
史
硏
究
雜
誌
社
、
北
京
）

・
宋
華
強
著
「
二
〇
一
二
年
甲
骨
文
・
金
文
・
古
文
字
學
硏
究
槪
述
」（
武
漢
大
學

簡
帛
硏
究
中
心
主
辦
『
簡
帛
』
第
八
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
一
三

年
一
〇
月
）

・
蘇
輝
著
「
二
〇
一
二
年
先
秦
史
硏
究
槪
覽
」（『
中
國
史
硏
究
動
態
』
二
〇
一
三

年
第
六
期
、
中
國
社
會
科
學
院
歷
史
硏
究
所
中
國
史
硏
究
雜
誌
社
、
北
京
）

・
張
顯
成
著
「
簡
帛
文
字
編
編
纂
的
現
狀
與
展
望
」（
卜
憲
群
・
楊
振
紅
主
編
『
簡

帛
硏
究
二
〇
一
二
』
廣
西
師
範
大
學
出
版
社
、
桂
林
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
）

・
朱

祥
著
「
談
季
旭
昇
與
新
證
」（
季
旭
昇
主
編
『
孔
壁
遺
文
論
集
』
藝
文
印

書
館
、
臺
北
、
二
〇
一
三
年
八
月
）


